
収録語リスト

※参照文献は巻末にまとめて記載している。
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⑴

の『核』のイメージは「目の前に 存在して いない」です。

「 ～から離れて 存在している 」が語源。 が「～から離れて」とい

う意味になるのは が「正常な状態 から離れて → 異常な」と

なることからもわかるはず。

で一番おなじみなのは、 形容詞の の 「欠席 勤 して」「不在の」

「 その場に 居合わせていない」という意味ですが、これらは『核』のイメージから

簡単に類推できますね。ちなみにこの の反意語が 出席している、

居合わせている です。

その場にいない人々、欠席している人々

その日彼は学校を欠席した

 は、「いて当然の時にいない」「本来ならいるべき場所にいない」

という意味なので、約束せず突然に訪問して相手がいないときには

は用いず、以下のように言う。

これ以外の形容詞の の意味もまとめてみましょう。

① 「Ａ 精神・感情・物・事等 がＢ 心・生活等 に欠けてい

る」

私の生活には刺激がない

彼女の性格には慈悲の心が全く欠けている

② 「 物が～に ない」

この種のサルにはしっ尾がありません

沖縄では雪は降りません

③ 前から名詞を修飾して 「 表情・様子等が 放心状態の、ぼんやりした」

彼女はぼんやりと私見つめた

「心がいなくなってしまっている → 放心状態の、ぼんやりした」。

で言い換えられる。
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は形容詞以外に他動詞としても用いられます。その場合、以下のような

意味・語法で使われます。

「Ａ 人 がＢ 学校・会合等 を欠席する、欠勤する、

～を留守にする」

彼女は今日授業を休んだ

更に の名詞形は で「不在・欠如・放心」という意味になります。

要するに「目の前に 存在して いないこと」です。

私は３年ぶりに家に帰った

雨不足でその山火事が起きた

放心 状態 、うわの空 ⇔

かげで他人の悪口を言ってはならない

⑵

の『核』のイメージは「 両者が 一緒になる・合うようにする」です。

「 ～に 一緒に 測る 」が語源。

には「 ホテル等が客を 宿泊させられる」「 病院が患者を 収容でき

る」「 乗り物が人を 乗せられる」という意味がありますが、これは「客・患者・人

の人数に収容能力を合わせる 合うようにする 」ということです。

このホテルは 人以上の客を収容できる

このミニバンには６人が乗れる

また には

「 ～の 便宜を図る、 必要に 応じる」

「 人の 面倒を見る、 人に 親切にする」

「 ～に合うように 調節する、適応させる」
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という意味がありますが、これらは「人・要求・願い・計画等に合わせる 合うよう

にする 」ということです。

彼らはその客の便宜を図った

銀行は我が社に融資をしてくれた

我々の計画をこの新しい事態に適応させねばならなかった

私は新しいクラスにすぐ慣れた

「自分自身を新しいクラスに合わせた」ということ。

ちなみに名詞形の は「宿泊設備」「宿泊」「 ホテル・乗り物等の

収容能力」「 列車・旅客機等の 座席」を指すことが多いですね。

アメリカでは となることが多い。

そのホテル の宿泊 を予約しました

そのホテルは 人の客を収容できる設備がある

⑶

の『核』のイメージは「 ～の方向に向かって進み ～と一つになる」です。

そこからまず「協定、合意」「一致、調和」という名詞の意味が生まれます。つまり

一つになった結果として「合意、協定」が生まれ「一致、調和」が生じるわけです。

その絵は、その場所の雰囲気に溶け込んだ 調和した

彼らは互いに合意に達した

彼女は自発的に部屋の掃除をした

 で「自発的に」。
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自動詞として「一つになる → 一致する」という意味にもなります。

それは私の主義に合わなかった

２つの報告は食い違っている

また は他動詞として「 に を与える」という意味がありますが、これは

「～と一つになる → その結果相手の気持ちをくみ取り、相手の欲する物を与える」

となったのです。

その教師は子供たちに図書館の利用許可を与えた

ついでに の親戚の と を用いた以下の決まり文句も

覚えましょう。

① 「Ａに従って、応じて」

その船大工は設計図に従って船を作った

②

⑴「Ａによれば」

新聞によればメキシコで地震があったそうだ

⑵「Ａに従って、応じて」

自分の能力に応じて働きさえすればいい

会議は計画通りに運んだ

彼らは大きさの順に本を並べた

それから という副詞も覚えておくといいですね。「従って、それ故」

「それに応じて」という意味です。

彼女はそこにとどまるように頼まれた。それ故出かけなかった
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これが規則なのだから，それに従って行動しなさい

⑷

は語源から意味をおさえるといいでしょう。つまり ～に向かっ

て 大臣 名詞語尾 で、「国家に対して大臣としての職務を全う

すること → 国家を運営 経営 ・管理・監督すること → 運営 経営 ・管理・監

督」となったわけです。

企業経営

その会社は彼の賢明な運営によって発展した

 は国家に限らず、監督する者による組織の運営も表す。

更に「国家を運営 経営 ・管理・監督している者・状態 → 行政・政府・統治・支配

・法の執行」という意味が生まれました。

「経営陣 者 」「理事会」という意味になることもある。

軍政

市当局

オバマ政権

国王は善政を施した

⑸ ＆

この両者は非常に区別がつきにくいですね。これらも語源からおさえると意味の整理

は簡単です。

まず ですが、これは ～の方に 合う・合わせる で「～に合うよう

にする → ～に合わせる、適合させる」となったのです。

カタカナ英語の知識を利用するのもいい。電化製品を購入すると、ＡＣアダプタ

ーが付属品としてついてるものがあるが、ＡＣアダプターとは、その電化製品が
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使えるように その家電製品用に 電圧を変える 合わせる 器具のこと。そこから

を「～に合わせる 適応させる 」と覚えてみる。

新しい状況に合うように計画を変えるべきだ

 で「ＡをＢに合わせる 適応させる ・適用する」。

子供達が使いやすいように彼らは浴室を模様替えした

 で「Ａを Ｂに 順応させる・改造する」。

自動詞の場合は で「Ａに適応する、順応する」となります。

これは、元々 自分自身をＡに合わせる だったものが

が省略されたと見ればいい。

若者は新しい環境に順応するのが速い

は、 ～の方を 選択する で「～の方を選択する → ～を採用する、

取り入れる」という意味になったのです

よく日本語でも「選択 肢・権 」のことを「オプション 」というが、

の名詞形が 。これを引っ掛かりにして が「選ぶ」という意味

だと覚えるといい。

彼らは新しい方法を採用した

また「自分の子供として採用する → 養子にする、養子として引き取る」という意味

にもなります。

彼らはその子を跡取りにした

⑹

の『核』のイメージは「実際に 業務・行為を 行うもの」です。

を辞書で調べると、「代理人」「代理権者」「代行者 業 」「代弁者」「斡

旋人 あっせんにん 」「仲介人」「取次人」「 特に 不動産仲介人」「 公共機関の
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職員」など、いきなりものすごい数の意味が現れますが、これらは全て「 両者の間

に立って 実際にその業務・行為を行う者」ですね。

総代理人

家屋仲介業者

保険代理店

旅行代理業者

外交官

貿易事務官

また は「媒介 仲介 物」「 物理的・化学的な変化を引き起こす 動因」「作

因」「因子」「行為者」といった意味もありますが、これらも「実際にその作用・変

化 結果 などを起こす つまり「行う」 もの」ですね。

彼女の悲嘆の原因は彼だった

自然力

化学薬品

接合剤、つなぎとなるもの

良い法律は社会的進歩をもたらすものだと言われている

植物の受精媒介をする昆虫もいる

この行為は誰がやったのか

は他に「法の執行官 警官・看守・刑事など 」「 政府などの 特務機関員、

情報要員」「スパイ」といった カタカナ英語でもおなじみの 意味がありまが、ここ

まで読んでくれれば、なぜこのような意味があるのかおわかりになったでしょう。

連邦検察局員

外国政府の秘密情報員

⑺

の『核』のイメージは「 ～とは全く 違う・異質の」です。
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そこから以下のような意味が生まれました。

①「外国 人 の」「外国人の法的身分をもつ」

「自国 民 とは違う → 外国 人 の」。

より堅い語。主に法律上の語と言える。

居留外国人

彼は常に外国人登録証を携帯している

②「 ～にとって なじみがない」

「 ～とは 異質な、相容れない」

「考え・行動等が～とは違う → なじみがない、異質な、相容れない」。

私たちになじみのない習慣

彼のやり方は我々のやり方とは性質が全く違っていた

不正行為は彼の性に合わない

③「地球上のものでない、地球外の」

名詞として「外国人、居留外人」「異星人、エイリアン」という意味になることもあ

ります。

⑻

の『核』のイメージは「～に近づく」です。

実際 には「 場所に 近づく」という意味がありますね。

バスは町に近づいた

その村にはどう行ったらいいですか

「 外観・性質・状態等が ～に近づく、迫る」という意味でも使われます。

その偉大さにおいてミケランジェロに迫るほどの芸術家はいるだろうか

また「 ある目的を持って 人に近づく → 人に話をもちかける、人と交渉を始める」
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という意味にもなります。

その男は金を借りようと友人に話をもちかけた

更に「 解決しようと 問題に近づく → 問題等に取りかかる、取り組む、研究を始め

る」という意味にもなります。

ここから名詞の「取り組み方」「 研究 方法」等の意味も生まれた。

その科学者は大変慎重にその問題に取りかかった

自動詞として使われることもあります。

春が近づいている

は名詞としても用いられ、以下のような意味になります。

①「近づくこと、接近」「 ～への 近似」

春が近づくにつれてどんどん暖かくなっていった

②「近づく道」「入口」「通路」

市へ入るすべての道はすべて封鎖されていた

③「接近方法」

「 問題等の 取り組み方、接し方」

「 ～の理解の 手引き」「 研究 方法」

彼女は話の切り出し方を間違えたので地元住民の怒りを買った

我々はその問題に対して様々なアプローチ 取り組み を試みてきた

「約」という意味の という語がありますが、これは と同語

源の語です 出だしのスペルが同じところからもわかると思います 。この語は「～に

近付いている、近いところにある」というのが語源です。
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約 人ぐらいの学生が出席していた

⑼

の『核』のイメージは「白黒はっきりさせようとする」です。

そこから「～だと主張する」「議論する」「口論する」「～をはっきりと示す」とい

う意味が生まれました。

①「白黒はっきりさせようとする → ～だと主張する 言い張る 」

その政治家は、日本により多くの留学生が受け入れられるべきだと言い張

った

両親は彼に留学する しない よう説得した

 人 ～ で「Ａに～する しない よう説得す

る」。

②「 互いに 白黒はっきりさせようとする → ～について 議論する」

彼らは何時間もその問題を論じた

③「 互いに 白黒はっきりさせようとする → 口論する、言い争う」

口答えしないで言われたことをやりなさい

④「～を白黒はっきりさせる → ～をはっきりと示す」

彼の行儀作法を見れば育ちのよさがわかる

実験の結果は君の理論が正しくないと証明している

 で「Ａに反する証拠を示す」。

の名詞形は で、以下のような意味になります。
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①「議論、論争」

彼らは喫煙に賛成 反対 する議論を始めた

私達は議論に勝った 負けた

白熱した論争

異議 疑義 なく

②「口論、口げんか」

どれを買うべきかで彼は奥さんと言い争った

③「 賛否の 論点、論拠、理由、主張」

その計画を受け入れる論拠 理由 は何か

我々は学校における人種差別に対し反対の主張を表明 提示 した

⑽

の『核』のイメージは「吸収して一つにする なる 」です。

「 ～の方に 似る 動詞語尾 」が語源。

そこから「知識・文化等を自分のものとして吸収して一つにする → ～を取り入れ

る、身につける、吸収する、消化する」という意味が生まれました。

その画家はヨーロッパ旅行で数多くの新しい体験を自分のものとした

また「人・習慣・考え方等を文化的に吸収して一つにする → ～を同化 一致・適合

・順応 させる」という意味にもなります。

彼らは自分の考え方をその国の住民のそれに合わせた
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日本からの移民はすぐにすんなり溶け込んだ

上例は自動詞なので「一つになる → 同化する、順応する」となる。

吸収して一つになった結果として「 ～に 似ている」という意味にもなります。

この箱はあの箱と似たような大きさだ

⑾

の『核』のイメージは「結びつける つく 」です。

他動詞の場合 という形でよく用いられ、「ＡをＢと結びつけて

考える → ＢでもってＡを連想する、思い出す」という意味になります。

アインシュタインと言えば相対性理論を連想する

春と言えば何を連想しますか

また同じ で「ＡをＢの仲間に入れる」「ＡをＢ 団体・事業等

に 関連させる、連合させる」という意味にもなります。

我々は彼をその計画の仲間に入れた

彼はその商社と密接な関係がある

彼はその政治運動に関わっていた

自動詞では「結びつく」が『核』のイメージ。そこから で「Ａ

と交際する、仲間になる」「Ａと提携する」という意味が生まれます。

不正直な人たちとは交際すべきではない

の名詞形が で以下のような意味になります。
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①「 共通の目的のための 協会、組合、団体」

キリスト教青年 女子青年 会  のこと。

②「 ～との 交際」

「提携、合同、連合」

彼女との交際

③「連想する される こと」「連想される物」

歴史的連想に満ちた町

④「関係、つながり、結びつき」

⑿

の『核』のイメージは「～にしっかりと結びつける」です。

という形で用いられることが多いですね。その場合、「ＡをＢにしっ

かりと結びつける」がそのイメージです。そこから「～を取り 張り 付ける、くっつ

ける」「 署名・注釈等を 書き添える」といった意味が生まれました。

私はのりで写真を願書に張り付けた

彼女はその書類に署名をした

人 団体･組織 で「自分自身を団体・組織にしっかりと結びつけ

る → 団体・党等に所属している」という意味にもなります。

 ～ と、受け身で用いられることも多い。

オーストラリアは大英帝国に所属していた

また で「ＡをＢに対して精神的にしっかりと結びつける → ＡをＢ

に対して愛情 愛着 を持たせる、なつかせる」という意味にもなります。

ただこの意味では多くの場合 あるいは
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という形で用いられます その場合「ＡはＢに対して精神的にしっかりと結びついて

いる → ＡはＢに愛着を感じている」という意味になる 。

その両親は子供たちを深く愛していた

野良ネコが彼になついた

そして同じ で「Ａ 重要性・性質等 をＢ 人・物・事 と結びつけて

考える → ＡがＢにあるものと考える」という意味になることもあります。

 で言い換えられる。

警察は彼女の証言を重視した しなかった

⒀

の『核』のイメージは「～に到達する」です。

そこから「目標・望み等に到達する → 目標・望み等を達成する、成し遂げる」

という意味が生まれます。

彼は目標 望み を達成した

「地位・名声等に到達する → 地位・名声等を獲得する、手に入れる」という意味に

もなります。

その男は大統領の地位を手に入れた

そのスキャンダルを暴き出したことで彼は全国的な名声を得た

また「 人が 場所・年齢・身長等に到達する」「 事が 完成等の域に達する」という

意味でも用いられます。

国王は年齢が 歳に達した
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⒁

の『核』のイメージは「強大な権限 を持つ人 」です。

まず「強大な権限 → 権威 のあるもの 、 ～する 権限、 ～の 許可」という意味が

あります。

］

親は子供に対してもっと権威を持つべきだ

権力のある人物

この方策をとる権限をだれがあなたに与えたのですか

誰の許可 承認 でこんなことをするのですか

首相の許可を得てその方策が実施された

 で「Ａの許可を得て」「Ａの権威をもって」。

英文法の権威ある本

また「強大な権限を持つ人 → 権威者・大家」という意味が生まれます。

ブラウン氏は法学の権威 大家 だ

更に で「強大な権限を持つ存在 → 当局・官憲・官庁・その筋」

という意味にもなります。

関係当局はその情報を公表した

学校当局

そして「強大な権限を持ちうるもの → 信じるに足る 根拠」という意味にもなりま

す。

あなたは不確かな根拠をもとにして意見を述べている
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⒂

の『核』のイメージは「背中」です。

彼は背を曲げた

私は背泳ぎをした

「背中を水に接触 させて泳いだ」ということ。

腰 背中 が痛かった

 が「腰」という意味になることもある。

「背中」から転じて、以下のような比喩的な意味でも用いられます。

「 物の 背のような部分」

「 ナイフ・本などの 背」

「 山の 尾根」

「 刀の 峰」

「 物の 後部」 ＝

「奥、裏、後ろ」 ⇔

「 舞台の 背景」

「 事の 真相」

いす 本 の背

手の甲

山の尾根

後頭部、うなじ

小切手の裏

家の裏手

巻末には付録が付いている

 で「Ａの後ろ 裏手・奥 に」。

スポーツで「後衛」のことを「バックス」と言いますが、英語でもこれは

と言います 逆に「前衛」は 。

以下は更に比喩的に用いられる の例です。
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彼女は陰で夫の悪口を言う

 で「～のいないところで、陰で」。

私は彼に支持してほしかった

 で「支持して」。

私はあなたを支持します

 で「Ａを支持して」。

副詞として が用いられると「後ろに へ 」「後方に へ 」「元に へ 」「遡っ

て」「 時間的に ～の前に、～以前に」「お返しに」「おさえて、隠して」等という

意味になります。

いすが前後に揺れている

 で「前後に、あちこちに」。

いすに深く掛けてください

本を書棚の元の所に戻しておきなさい

さかのぼって紀元前 年に

数年前に

私は彼を殴り返した

彼女は涙をこらえた

は動詞としても用いられ、以下のような意味になります。

①「後退 バック する、～を後退 バック させる」

車をバックさせて車庫に入れた

②「～を後援する、支持する、支援する」

カタカナ英語でも「バックアップ」すると言う。「後ろから押す 押して支え

る 」ということ。

私はその案を支持した

その事件で彼は我々を支援してくれた

コンピュータ用語の「データをバックアップする」という場合のバック

アップも を用いる。
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⒃

の『核』のイメージは「裸の」です。

ちなみに「全裸の」は 。

そこから以下のような意味が生まれました。

①「裸の、むきだしの」

彼女は素足で家を飛び出した

彼はそれを素手で取った

むきだしの床に寝なければならなかった

②「 土地が 草木の生えていない」「 木・枝が 葉の落ちた」

木はまもなく葉が落ちるだろう

③「空っぽの」「がらんとした」

彼は家具のない部屋で暮らしていた

④「ありのままの」「 事実等が 赤裸々の」

赤裸々の現実

⑤「辛うじての」「ほんのわずかの」「ただ～だけの」

なんとか生活していくだけの必需品

我々は命からがら逃げたのだった

孫のことを考えただけでも彼の心は温まった

この の副詞形が で「かろうじて～ する 」。

その兵士は辛うじて死を免れた

パンと牛乳がどうにか買えるだけのお金を持っていた

が否定の意味で用いられるのに対して、 は

肯定的に「やっと かろうじて ～する」。 従って は不可

－２０－

『核』のイメージ 増補編



だが は可能。ただし時に下の例のように の意味に

も用いる。

家具がわずかしか付いていない部屋

また動詞として「裸にする になる 」「むき出しにする なる 」、更にそこから転じ

て「 事実等を を暴露する、打ち明ける」という意味にもなります。

彼はかぶりものを脱いで私達に挨拶した

その犬は 怒って 歯をむき出した

台風で木の実がすっかり落ちた

］ 彼女は夫に意中を打ち明けた

その新聞記者はその商社の秘密を暴いた

⒄

の『核』のイメージは「値切る」です。

「値切る → 人と～について 売買の取り引きをする、商談をする、交渉する」とい

う意味が生まれました。

我々は彼らとその建物の値段について交渉した

また「値切る → 交渉する → ～を取り決める、～するよう交渉で決める、～という

協定を結ぶ」という意味にもなります。

彼女は車の代金を翌月まで払わなくてもよいように取り決めた

は名詞として用いられると「値切ること → 交渉、取引」そここから更に

「売買契約、 ～するという 約束」という意味になります。

私達は彼と取り引きした 契約した
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彼はその車は処分しないと約束をした

また「値切られたもの → 安い 買い物、格安品、見切り品、特売」という意味に

もなります。

］ 得 損 な買い物

こんな安い値段ならこのペンは本当に買い得だ

また形容詞的に「格安の、特売の」という意味にもなります。

特売品売り場

特売品をあさる人

「バーゲンで～を買う」は ～ あるいは ～ と言うので

注意しましょう。

 という表現はある。

最後に を用いたイディオムをまとめておきましょう。

① 「安く、格安で」

私はこれを安く買った

② 「 自分の利益のために 強硬な取り引きをする」

「強引に値切る」

③ ！「それで決まった 決まりだ 」

⒅

の『核』のイメージは「縛る 結ぶ 」です。

強盗は彼の両手を縛り合わせた

 の活用は 。

私は手足を縛られた

その女の子は髪をリボンで束ねた
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看護婦は傷にガーゼで包帯をした

その本は革で製本されている

「本を一つに束ねる → 製本する」となる。

また「精神的に結びつける → 人・心を 団結させる、結びつける」という意味にも

なります。

友情が彼らを結びつけている

「行動を縛る → 人・行動を 束縛する、拘束する、義務づける」という意味にもな

ります。

私はいかなる約束にも縛られたくない

我々は彼に秘密を守るよう誓わせた

その契約によれば、あなたはそれを明日までに仕上げる義務がある

「その契約はあなたが明日までにそれを仕上げるよう義務づけている」と

いうこと。

私たちは善良な市民として法律を守る義務がある

父は遅かれ早かれそのうわさをきっと耳にするだろう

 原形 ～ には「～するよう拘束されている → 必ず～するだ

ろう」という意味もある。

ティムは会社にいるはずだ

この列車は東京行きです

「この列車は東京に向かうことを義務づけられている」ということ。

ちなみに「 ボール等が 跳ねる」「飛び上がる」という は全く別の語源の語。

鹿は跳ねるように駆け去った

この の活用は 。

彼の姿を見て、彼女はうれしくて心がはずんだ
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また には「境界 線 」「 物事の 限界」というまた更に別語源の意味もある。

ゴルフの は の略で「規定の区域を外れて た 」という意味。

その事件は常識の範囲を越えていた

その知らせを聞いたとき、彼女はむしょうに喜んだ

⒆

の『核』のイメージは「板」です。カタカナ英語でも「ボード」は「 平たい

板」ですね。

板塀

飛び込み台

その「板」から転じて「黒板、掲示板、伝言板」「食卓、テーブル」「板紙 段ボー

ル 」といった意味が生まれました。

掲示板

ボール紙の表紙を付けた本

ごちそう山盛りの食卓

この「食卓」という意味が転じて「食事」「食費」となることもあります。

私は毎週食費と部屋代を払っている

この部屋は食事付きで ドルです

そこは賄い付きで１か月７万円だった

上例のように「 食事付きで 下宿させる」という動詞として用いられるこ

ともある。

また には「板 → 船の 甲板」という意味が生まれ、 で「 船に 乗
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船して」というイディオムがあります。 は実際船だけでなく、今では飛行

機や列車等に「乗って」「機内で の 、車内で の 」という意味でも使われます。

乗船する、列車 飛行機 に乗る

 は で言い換え可能。

あの船の１隻に大統領が乗っている

 は直後に名詞を取って「Ａ 船等 に乗って」という用法もある。

この場合は をワンセットで一つの前置詞と考えたらいい。

私達は船の生活を楽しんだ

また動詞として「 乗り物等に 乗り込む」という意味もあります。

彼らはここで列車に乗った

ジムは成田でロンドン行きの飛行機に乗った

それから「テーブル」という は「テーブルを囲んで行われるもの → 会議、

委員会」更に「 官庁等の 省・庁・局・部」といった意味にもなります

集合的に「委員たち」という意味になることもある。

重役会、理事会

教育委員会

州や都市の 保健局、衛生局

ホワイトさんは実行 執行 委員の一人です

委員会は明後日開かれる予定です

の『核』のイメージは「文字を書き込むもの」です。

と言えば「本」という意味は誰でも知っていますが、動詞で「予約する」とい

う意味があるのは知っていましたか これは「台帳に書き込む 載せる → 予約す
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る」となったのです。

彼はその列車の席を予約した

 や の方が一般的な表現。

彼らは私にホテルの部屋をとってくれた

 で「 に を予約してやる」。

もちろん動詞の には「～を書き込む」という意味もあります。

ウェイターは注文を書き込んだ

名詞の には で「帳簿、会計簿」「名簿」という意味もあり、

は「帳簿をつける」、 は「簿記」のことです。

の『核』のイメージは「枝」です。

「幹」は 、「根」は 。

枯れ枝

比喩的に「枝状のもの」、更に「 枝状に 派生した物」という意味にもなります。

シカの枝角の１つ

この「枝状に派生したもの」という が更に発展して、以下のような意味でも

用いられます。

①「支流、支脈、支線」

その川には２本の主要な支流がある

②「支店、支局、支部」「分家」

形容詞的にも使われる。ちなみに「支…」に対する「本…」は

等になる。

我が社の名古屋支店

支店 ⇔ 本店
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③「部門、分科 野 」

物理学は科学の一部門だ

の『核』のイメージは「忙しいこと」です。

「 名詞語尾 」が語源。

と言えば「仕事」「商売」「実業 界 」「取引」という意味がおなじみで

すが、それ以外の意味も多々あるのでしっかり整理しましょう。

①「景気」

景気はどうですか

②「店」「会社、商社」

開店 閉店 する

店を買い取った 売り払った

彼はロンドンに店を持っている

③「 やるべき 務め、本分、義務、役目」

勉強が学生の本分だ

君は自分の本分をわきまえるべきだ

よけいなお世話だ

 ことわざ。

共同責任は無責任

④ 通例否定文で 「関係ある事、筋合い」「用件」

それは君の知ったことではない

あなたに急用がある

何の用でいらしたのですか

用件に入ろう 取りかかろう

⑤ 漠然とまたは軽べつ的に 「事、事柄」

「厄介なこと」
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本当にいやになったよ

私にはそのことに不平を言う権利はない

最後に を用いた決まり文句的な表現を紹介しましょう。

① 「 人が 本気である」

君は本気なのか

笑わないで 本気なんだから

② 「仕事で、商用で、用事で」 ⇔

私は仕事で九州へ行きます

③ 「破産して、廃業して」

は、その語源は「～なしに」「～を除いて」なのですが、品詞も接続詞に始まり

副詞、前置詞、関係代名詞と多岐に渡り、難単語の一つです。しっかりここでその意

味と用法を整理しましょう。

まず等位接続詞の から。

①「しかし、でも」

彼は若いが賢い

② 「ＡではなくてＢ」

コウモリは鳥でなくほ乳動物だ

③ 「ＡだけでなくＢもまた」

次に従属接続詞の 。

① 否定語 等 ～＋ Ｓ Ｖ… 「～すれば 必ず…する」

～ …
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私はこの写真を見ると必ず君のお父さんを思い出す。

 ことわざ。

降れば土砂降り → 二度あることは三度ある、泣きっ面にハチ

②「～を除いて、～以外」

彼女以外はだれもそんなことをしないだろう

 とすると は前置詞。

次は前置詞の です。意味は「～を除いて」「～以外に」「～の他は」で

や で言い換えられます。

① およびその合成語 や 等の後で

用いて

彼女はバターを塗ったパン以外何も食べなかった

彼は金もうけのことしか考えない

私以外はみな疲れていた

② の後で 「～を含まないで」

最後から２番目

彼は１軒おいて隣に住んでいる

③ 原形・ 不定詞を伴って 「～を除いて、～以外に、～の他は」

彼女は不平ばかり言っていた

我々は行くより仕方がない

笑わずにはいられない

次は関係代名詞の 。否定語の付いた名詞を先行詞として取り、「～しないとこ

ろの」という意味になります。

例外のない規則はない
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成功を望まない人は誰一人としていない

次は副詞の 。

①「ほんの～、ただ」

彼はほんの子供です

彼に会えさえしたらなあ

② と共に 「ただ～しか できない 」

私はただ待つだけだ

最後に を用いた慣用表現もおさえましょう。

① 「～を除いて」という に由来。 でも

言い換えられる。

⑴「 今 もしＡがなかったら」

⑵「 あの時 もしＡがなかったならば」

深い木立がなければ家は激しい風に吹きとばされてばらばらになるだろう

② 原形 ～「～せずにいられない」 ～

たばこを吸わずにはいられない

③ 原形 ～「～せざるをえない」

「～するしか 選択の余地が ない」

原形 ～

この仕事をやり終えるしかない

④ ～「決して～ない、まったく～ない」 ～

私の妻は料理がまるきりへたです
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⑤

⑴ 名 「Ａにすぎない、ただＡだけ」

彼はほんの子供にすぎない

彼は水ばかり飲んでいた

⑵ 原形 ～ 「～ばかりしている」

彼は泣いてばかりいた

の『核』のイメージは「心配、気がかり」です。

今はもう息子が結婚してしまったので、彼には心配がない

気苦労で彼は５歳はふけこんだ

「心配、気がかり → 用心、配慮、注意」という意味にもなります。

その仕事にはもっと注意が必要だ

更に転じて「世話、保護」「管理、責任」という意味にもなります。

その当時、私達は子供の世話で忙しかった

また「気がかり → 関心事、 やるべき 仕事、責任」という意味にもなります。

家事

最大の関心事はお金です

それは私が引き受けます 私の責任です

動詞の については以下の２つの用法をおさえておくといいでしょう。

① 「Ａを気にする」

疑問詞節
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君の健康を心配しているんだ。だから煙草をやめろと言っているんだ

彼女が何と言おうと気にしません

彼が何をしようが誰かまうものか

②

⑴ 等の副詞と共に 「Ａ 子供・病人・動物等 の世話をする」

留守中お子さんたちのお世話はまかせてください

⑵ 通例否定文・疑問文・条件節で 「Ａが好きである」

私は勉強が好きではなかった

⑶ 通例 を伴う否定文・疑問文・条件節で 「Ａを望む、Ａが欲しい」

もう１杯コーヒーはいかがですか

⑷「Ａを心配する、Ａに関心がある」

の『核』のイメージは「偶然落ちてきたもの」です。

ちなみに「箱」という は別語源。

そこから以下のような意味が生まれました。

①「場合」

この場合

②「実例、事例」

不注意運転の見本

好例

③ 「真相、事実、実情」
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それは本当ではない

彼が事故にあったのは事実ですか

④「 …の 症例、病状」

「 …の 患者」

先月だけで狂犬病患者が３人出た

急患 救急の患者

⑤「事件、問題 の人 」

殺人事件

⑥「訴訟 事件 、裁判」

勝 敗 訴する

最後に を用いた慣用表現をまとめておきましょう。

① 「Ａにはよくあることだが」

トムにはよくあることだが、家にいなかった

② 「一件一件 慎重に 」

ケースバイケースで行動したらどうだい

 は「一件一件 ずつ 」「その都度、場合に応じて」の意味だが、

頻度的には 特に話し言葉では あまり高くなく、 場合に

応じて 等の方がよく用いられる。

「それはケースバイケースだよ」のような文では は使えない。

それは個々の事情 状況 によるね

等と言う。

③

⑴「どんな事情にせよ、ともかく」
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とにかく出てってくれ

⑵「少なくとも」

教育の影響、あるいは少なくとも両親の影響は大きい

④ Ｓ Ｖ～

⑴「もし～ならば」「万一～の場合には」 Ｓ＋Ｖ～

私が列車に乗り遅れた場合は待たずに出発してください

 Ｓ＋Ｖ～の部分を文頭に置くことはない。

⑵「～だといけないから」「～の場合に備えて」 Ｓ＋Ｖ～

雪になるといけないから、セーターを持って行きなさい

⑤ 「万が一のために、万一に備えて」

君あての電報が昨夜届きましたが、万一のために私が開いてみました

⑥ 「どんな場合であっても決して～ない」

いかなる場合でもこの公園内でキャッチボールをしてはいけない

 が文頭に置かれると直後の主節は疑問文の語順になる。

⑦ 「Ａの件について言えば」「Ａに関しては」

ジャックに関しては、彼はそれとは無関係だ

の『核』のイメージは「挑む 挑みかかる 」です。
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そこから以下のような意味が生まれました。

①「 ～に 挑む、挑戦する」

「 人・能力等を 試す」

「 やる気等を 促す」

「お前に負けないぞ」「できるものならやって見ろ」と挑んでくるイメージ。

彼は私に空手の試合を申し込んできた

「空手の試合をするようにと私に挑んできた」ということ。

その問題は調査チームに取り組む気を起させた

 人 原形 ～ で「Ｏに～するよう促す」。

「物事が人に挑んできた結果として、人にやる気を出させる」ということ。

②「 陳述・資格等に対してその妥当性を 疑う、問題にする、異議を唱える」

「おかしいじゃないか」と挑みかかるイメージ。 動詞の や

で言い換えられる。

社内の誰も社長の将来見通しに異議を唱えるものはいなかった

警察は彼女の話が本当かどうか疑った

③「 弁明・説明・証拠等を 強く要求する」

「有るなら出してみろ」と挑みかかるイメージ。

この問題は私たちが新しい解決法を見出すことを必要としている

 人 原形 ～ で「Ｏに～するよう要求する」。

④「 物事が賞賛・注意・努力・興味等を 喚起する、促す、値する」

「オレがいるじゃないか」と声を出して物事が挑んでくるイメージ。

彼の作品は第１位にすべきだ

彼の新しい考えは興味をそそった
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この案は注意して検討するべきである

この が名詞として用いられると具体的には以下のような意味になります。

①「 競技などへの ～しようという 挑戦」

私はテニスの試合の申し込みに応じた

優勝杯 旗

②「 やりがいのある 課題」

「努力目標」

「 やっかいな 問題、難問」

「やりがい、張り合い のある仕事 」

「人に挑みかかってくるようなもの・事」ということ。そのような物事は、そ

れを受けとめる人間次第で「厄介な問題」にも「やりがい 張り合い のある

仕事」にもなる。

彼らは難題に取り組んだ

彼は難題にうまく対処することができた

ナンシーはもっとやりがいのある仕事を求めている

経済復興こそ今日の課題の１つと見なされている

③「 妥当性・資格等への 異議、疑念、説明要求、拒絶」

彼のスピーチは文句のつけようがない

この の現在分詞 は「 人に 挑みかかってくるような」から

転じて

「興味をかきたてる ような 」「意欲をそそる ような 」「やりがいのある」

「刺激的な」「挑戦的な」「骨の折れる」

といった意味になります。

やりがいのある仕事

難しいコース 科目］
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ちなみに は「神・運命からの挑戦を受けている → 心身に障害のあ

る」という意味になる。 で「心身に障害のある人」という意味。

という単語、なんとも意味が多いですね。名詞だけでもこれだけの意味があり

ます。

①「検査、点検、テスト」

従業員はその機械を綿密に検査した

②「 突然の 阻止、妨害、停止」

「阻止する人 物 」

悪天候で作物の生産が伸び悩んだ

 ］ Ａ で「Ａを阻止 抑制 する」。

私達は妨害にあった

風向きが変わったので山火事は広がらずにすんだ

③「 レストラン等の 会計伝票、勘定書」

彼女は勘定書を持って来るようウェイターに合図した

御勘定をお願いします

④「小切手」

彼はその店に ドルの小切手を送った

私はその小切手を現金に換えた

⑤「 手荷物などの 合い札、預かり証」

荷物の合い札

コートの預かり証
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⑥「チェック 模様 、格子じま」

「格子じまの織物」

形容詞的に 「チェックの」

チェックの模様

⑦ チェス用語 「王手」

キングに王手がかけられている

更に動詞としても以下のような意味があります。

①「～を検査する、点検する、調べる」

「 確認のために ～を照合する、チェックする」

これらの数字が合っているか調べていただけますか

彼は時計を見たら正午だった

②「～を阻止する、食い止める」

砂袋が洪水を食い止めるのに役立った

③「 感情等を 抑制する」

彼女は怒りを抑えることができなかった

彼は自制した

④ 劇場・ホテルのクローク等で合い札と引き換えに 「 所持品を 一時預けにす

る」

コートは入口でお預けください

⑤ 「 ホテルで 宿泊手続きをする」 ⇔

「 空港で 搭乗手続きをする」

「 タイムレコーダーを押して会社に 出勤する」

⑥ チェス用語 「 相手のキングに 王手をかける」

なんともやになってしまいますね これだけの意味を丸暗記しようと思ったら 。

これを簡単に覚えてしまう方法はやはり『核』のイメージをつかむことです。
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とは、元々チェスの用語で「王手」の意味なのです。王手とは、王 の行く道を

ふさぎ、動きを止めて詰ませることですね。つまり の『核』のイメージは

「～の動きを止める」なのです。

それがわかると、「検査 する 」というのは、そこでいったん 検査対象の 動きを止

めて、調べることですね。

ホテルのフロント等に するというのも、そこで 名前を書いたり本人確認

をしたりして 宿泊者はいったん動きを止められますね。

「阻止」とはまさに相手の動きを止めること。「感情を抑制する」というのも、感情

の動きを止めることです。

「 劇場・ホテルのクローク等で合い札と引き換えに 所持品を一時預けにする」とい

う場合も、「劇場・ホテルに入る」という行為がそれによって一時止められますね。

そして所持品を預けた場合、返してもらうときのために合札 預かり証・半券 を手渡

されます。それが「小切手」「勘定書」「伝票」という意味の由来なのです。

「チェック柄」は、チェスの盤の枡目のデザインから来ています。

の『核』のイメージは「大声で叫ぶ」です。

スポーツの歓声以外で、通常人間が大声で叫ぶ場合というのは、自らの主張や要求を

求めてのことが大半ですね。そこから には「～を主張する」「 当然の権利と

して ～を要求する」という意味が生まれます。

日本語で「クレームをつける」といった場合、クレームには「不平・不満」と

という意味が含まれるが、英語の には「不平・不満 を言う 」という意

味はないので注意 は「当然の権利としての要求」 。ちなみに、「不平

・不満」は、英語では であり、「 Ａについて 不平・不満を言う」

は 。

両者とも勝ったと主張した

被告は自分は無罪だと主張した

その両親は、少年は自分の息子だと言い張った
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その男財布を見つけた謝礼を要求した

注目に値するいくつかの問題がある

大地震が多くの生命を奪った

「大地震が 当然の権利として 多くの命を要求した」が直訳。

はこのように「物事」を主語に取ることもある。

名詞として

「 ～だという 主張」

「 当然の権利としての 要求 すること 」

「 要求する 権利、 主張し得る 資格」

という意味でも用いられます。

被害者はその会社に損害賠償の請求をした

そのブリーフケースの持ち主は出てきましたか

あなたにはその財産に対して何も要求する権利がない

君には彼女の愛を受ける資格がない

ブラック氏こそ、その栄誉を受けるのに最も適している

今回の事件は特に記憶されてしかるべきだ

の『核』のイメージは「硬貨」です。

金 銀 貨
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私は硬貨で支払った

集合的に「貨幣」「 漠然と 小銭」「金 かね 」という意味にもなる。

以下は を用いた慣用的な表現です。

表裏一体の問題 事態

物事の逆の面、逆の見方

動詞としても用いられ、その場合「 硬貨を 鋳造する」という意味になります。

その造幣局は金でドル貨幣を造っていた

また動詞の は「 新語・うそを 作る、作り出す」という意味にもなります。

新語を作る

新造語

新しい言い方をすれば

の『核』のイメージは「正しい方向に導く」です。

語源は「 共に 導く → 共に導く」。

この『核』のイメージを持っていれば、以下の様々な の意味も、すべて納

得がいくことでしょう。

①「 指導的立場から ～を運営 管理］する、指導する」「 業務などを 行う、

遂行する」

彼は事業を経営している

研究者たちは、ある調査 実験 を行なった

議長は先頭に立ってその会議を進めた

② 副詞句 「～にふるまう 」
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「自分自身を正しい方向に導く」ということ。

彼女は最後までは立派にふるまった

③「 楽団などを 指揮する」

オーケストラを指揮する

④「～を導く 」「～を案内する 」

］ 妻は彼女をその席に案内した

ガイド付きの旅行

カタカナ英語でも「ツアーコンダクター」というが、 は

「正しい方向に導く人」ということ。「車掌」「経営者」「支配人」「指

揮者」も と言う。

⑤「 熱・光・電気などを 伝導する」

銅は電気を伝える

は名詞としても使われます。

動詞の場合は に、名詞の場合は にアクセントがくる。

その場合、

「正しい方向に 他者を 導くこと → 指導、運営、管理、案内」

「正しい方向へと 自身を 導びくこと 導いた結果 → 行動、行為」

と考えるといいでしょう。

①「行動、ふるまい」

「 道徳上の 行為、品行」

夫は決してそんなふるまいをする人ではありません

行動軌範

②「 業務などの 遂行」

「運営、指導、管理 」

事業経営

③「案内 」

Ａの案内で
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の『核』のイメージは「信頼」です。

「 完全に 信頼する 名詞語尾 」が語源。

具体的には「自信」「確信」「信頼、信用」となりますが、英文中でそのうちどの意

味になるかは文脈判断となります。

①「信頼、信用」

 は理性・証拠に基づく信頼。 は直感に基づく信頼。

彼は彼女の信頼を得た

彼を見そこなった

②「確信」

その調査結果は間違っていると確信を持って言えます

私には彼が試験に合格するという十分な確信がある

③「自信」

彼はいつも自信に満ちあふれている

私は自分の能力に絶対の自信を持っています

には「秘密」「打ち明け話」という意味がありますが、これは「相手を

信頼した結果した 打ち明けた 話」ということからきています。

それについての秘密を聞きたいとは思わない

内密に、内緒で

「信頼した関係の中で」ということ。
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の『核』のイメージは「完全に与える」です。

「 完全に 与える 」が語源。 あるいは

という形で用いられることが多い。

「 組織・全体に自身の力・援助を 与える → ～に貢献 寄与 する、～に役立つ」と

いう意味がそこからまず出てきます。

その科学者は科学の進歩に大いに貢献した

困難を克服するのに彼女の蓄積された経験が役立った

日光は健康によい

時に悪い意味で「 ある結果に 寄与する → ～の一因となる、～を引き起こす」と

いう意味で用いられることもあります。

酒が彼の破滅を助けた

塩分の摂りすぎは高血圧をひき起すことがある

一因

「 お金・物を 与える → ～を寄付する、寄贈する、贈る」という意味にもなりま

す。

彼女は貧民救済にお金を寄付した

彼は被災地に衣類を贈った

「 原稿を出版社等に 与える → ～を寄稿する」という意味にもなります。

その学者は論文を雑誌に寄稿した

新聞に寄稿した

寄稿記事
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最後に が覚えられたところで、よく似た語の と

についてまとめてみましょう。これらの語の中の はやはり「与える」です。

まず は、「 分けて 」で「分けて与える」が語源です。

そこから「 ～を 分配する、配布する」「 ～を 配達する」という意味が生まれまし

た。

主催者は聴衆にパンフレットを配布した

更に「 広い所に種・肥料・塗料等を まく、散布する、塗る」「

動物・植物等が 分布する」という意味にもなります。

彼は畑に種をまいた

彼はキャンバスにむらなく絵の具を塗った

広く分布する動物

次に ですが、語源は「 ～に 原因を割り与える 」で、

の形でよく用いられます。その場合「Ａの原因をＢに割り与え

る」が『核』のイメージになるのですが、ＡとＢにどんな内容が来るかで和訳も調整

する必要があります。具体的には以下のようになります。

Ａ Ｂ

結果 → 原因

⇒「Ａ 結果 をＢ 原因 に帰す Ｂのせいにる 」

性質 → 所有者

⇒「Ａ 性質 がＢ 所有者 にあると考える」

作品 → 作者

⇒「Ａ 作品 はＢ 作者 のものであると考える」

彼は成功したのは奥さんの支えのおかげだと考えた

私は彼女が嫉妬心を持っていると考えた
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この曲は普通モーツァルトの作とされている

は「 一緒に 来る 名詞語尾 」が語源で、「みんなが一

緒に集まって来るもの」ということです。

そこから「大会」「集会」という意味が生まれます。

民主党全国大会

私は年次大会に参加します

また「みんなが一緒に 集まって 行っているもの → 慣習・慣行・しきたり」という

意味にもなります。

日常生活のしきたり

西洋の国々では、男性が女性のためにドアを開ける慣習になっている

の形容詞形が 。意味はまず「慣習に基づく」「因習的な」

というのがあります。

因習的道徳

従来のやり方

そこから「従来の → 決まりきった → 陳腐な、型にはまった」という 悪い 意味に

派生します。

月並みな意見

言い古された きまり文句

の『核』のイメージは「信用 する 」です。
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その言葉は信用できる

私は彼の言葉を信用した

また「信用されるような人が持っているもの → 名声・名誉・功績」という意味にも

なります。

名声のある人

それは彼の功績となるべきものだ

彼は友達の間で評判を落とした

名誉はそれにふさわしい人に与えられるべきだ

この を用いた慣用的な表現に以下のようなものがあります。

① 「 物事が Ａ 人 の名誉となる」

彼の正直さは見上げたものだ

彼の新しい仕事は彼の名誉となるものです

② 「Ａの に対する 功績を認められる」

彼は新星発見の功績を認められた

③

⑴「Ａ 人 がＢであると思う」

彼はもっと有能な男だと思っていた

⑵「Ｂ 物･事 をＡ 人 の功績にする」

彼らはパーティーの成功は彼女の手柄 功績 だとした

動詞として で「Ａ 人 がＢ 性質 を持っていると信じる」「Ｂ 行為 を

Ａ 人 の功績とする」という意味でも使われます。
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彼女に誠実さがあるとは思わない

彼がその湖を発見したと言われている

その発明は彼によると考えられている

 となることもある。

もちろん「クレジットで～を買う」とカタカナ英語にもなっている「信用貸し」「掛

け売り」「クレジット」という意味も にはあります。

当店では掛け売りはいたしません

現金ですかクレジットカードですか

店で店員が客に聞くセリフ。

無利子信用貸付

の『核』のイメージは「交差する」です。

あるものと他のものが十字に横切るということ。

文字通りの「交差する、横切る」という動詞の意味が にはありますね。

私達はその道を横切った 川を渡った

驚きの色が彼女の顔をよぎった

上例は比喩的な用法と言える。

「交差させる」という意味にもなります。

混んだ電車内で足を組んではいけません

転じて「横線を引く」「 人と すれ違う」「 手紙などが～と 行き違いになる」と

いう意味にもなります。

の字の横棒を引くのを忘れないように

あなたの手紙は私のと行き違いになりました

また「お互いの利益・目的の方向性が行き違う ぶつかる → ～に逆らう、～を邪
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魔する」という意味にもなります。

恋路のじゃまをされた

上司にたてつくのは賢明でない

は名詞として「十字架」「十字形 記号 」という意味がありますが、これら

は『核』のイメージから簡単に類推できますね。また十字架は苦難の象徴なので、

にも「苦難、試練」という意味があります。

君は苦難に耐えねばならない

苦労なくして栄冠なし  ことわざ。

イディオムとして で「 勘定などを 帳消しにする」という意味がありま

すが、これは、「帳簿に横線を引いて、その請求分を無しにする」ということ。

には形容詞の用法もあり、『核』のイメージ通りの「交差した」という意味

もあります。

交差 する 道路

形容詞の の意味として「不機嫌な、怒っている、意地悪な」という意味があ

りますが、これは「互いの感情の方向が行き違う → 感情が対立し合う ぶつかり合

う → 不機嫌な、怒っている、意地悪な」となったのです。

何かと感情がぶつかり合う相手というのは、こちらからみれば意地悪に見える

し、穏やかでない つまり不機嫌、あるいは怒っている ように見える。

先生は私達が宿題を忘れたので不機嫌だった

意地悪なことば

割れた花瓶のことで父はとても機嫌が悪かった

なぜあなたはいつも私に意地悪なの
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 名詞形は 好奇心 。綴りに注意。

の『核』のイメージは「興味深い 性質の 」です。

は「人」が主語の場合、「 人が物事に対して 興味を深く持っている → 好

奇心が強い ある 、詮索好きな」という意味になります。

良い意味にも悪い意味にも用いる。

幼い頃私は好奇心の強い子だった

彼がどうやってそれをやり遂げたのかを知りたい

他人の生活をやたらと詮索すべきでない

逆に「物事」が主語の場合、「 物事が 興味深い → 好奇心をそそるような、不思議

な、奇妙な、変わっている、珍しい」という意味になります。

この場合、 や で言い換えられる。

］奇妙な光景 物音］

彼がそこにいなかったなんて変だ

で「不思議なことには」という決まり文句もあります。これは

で言い換えることができます。

奇妙なことにその書類はどこにも見つからなかった

の『核』のイメージは「慣れ親しむこと」です。

「 共に 慣れる 」が語源。

そこから「慣れ親しんだ行為 → 習慣」という意味が生まれます。

 との違いは、 は「個人の癖のようになった習慣」を表し、 は

①「社会・集団の固定した習慣 慣習 」

②「個人の固定した習慣」≒ この意味では の方が一般的。
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を指す。

昔からの慣習を守るべきだ

握手する習慣

朝食前に少しジョギングをするのが彼女の習慣です

また「 お店等に 慣れ親しむこと → お店等への 愛顧、引立て、ひいき」、また

「 お店等に 慣れ親しんでくれている人 → 顧客、取引 得意 先」という意味になり

ます。

 は集合的に「顧客」という意味を表す。一人一人の「顧客」は

と言う。

御引立ありがとうございます

彼は得意客を失った

また形容詞として「ひいきの顧客の注文の → あつらえの、オーダーメイドの、特別

注文の、注文品を扱う」という意味にもなります。

「あつらえの」は 、 とも言う。逆に「既成の」は

と言う。

注文服の仕立屋

注文服

で「関税」「税関」という意味にもなりますが、これには以下のような由来

があります。

昔 中世の時代 、田舎や漁師町に住む農民・漁民が都市部に産物を売りに行くと、そ

の度ごとに 都市に入って物を売るための 通関税を払わなければなりませんでした。

毎日同じ道を通って都市に入り出店することが習慣であり、その度に習慣的に決まっ

てお金を徴収されるのが通関税で、それが となり、今では関税 外国から

輸入する貨物に対して賦課する租税 が と言われるようになったのです。ま

た税関 港・空港・国境などで、関税等の賦課・徴収、輸出入貨物の取り締まりなど

を行う部署 も と言います。

ワインの関税を払う

税関を通過する
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税関の役人

の『核』のイメージは「日付 を示す・与える 」です。

自動詞の場合は「日付が示されている 与えられている 」が『核』のイメージ。

まず名詞の の「日付」「年月日」「日時」「日取り」という意味は、『核』の

イメージ通りですし、大丈夫かと思います。

うちの息子の生年月日は 年１月 日です

 は「年月日、月日、日、年」について用いる。「月」だけについては

用いない。

今日は何日ですか

曜日についてきく場合、つまり「今日は何曜日ですか」は

と言う。

また「時代」という意味にもなります。

多くの古い時代の絵画が発見された

その教会はエリザベス朝の建物だ

これ以外に「会合の約束 」、あるいは会話などでは「デート」「デー

ト相手」という意味で用いられたりもします。

クライアントと正午に会食の約束がある をする

娘はデートに出かけた

彼女は平気でデート相手を待たせる

それ以外では を用いた決まり文句をおさえておきたいですね。
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① 「Ａ 物 を最新のものにする」

「Ａ 人 に最新の情報を与える」

先生は私達に中東で起こっていることについての最新情報を教えてくれた

② 「時代遅れで の 、旧式で の 、期限切れで の 」

そのような言い回しは今はもう時代後れだ

 で「時代後れになる」。

この免許証は期限が切れているので、車の運転はできません

③ 「今まで の 、今日まで の 」

この映画は現在までの彼の最高傑作だ

④ 「最新 式 の」

「現代的な」

「最新の情報を載せてある」

このパソコンは最新式です

が動詞として使われた場合、他動詞では「日付を示す 与える 」が『核』のイ

メージとなり、そこからまず「 手紙・書類等に 日付を入れる」「～の年代を測定

推定 する」という意味が生まれます。

その手紙の日付は、 年６月１日となっている

研究者らは、その骨を一千万年前のものと推定した

自動詞の場合、 は 日付･時代･年代 という形で用いられることが多く、

その場合「Ａの日付がある」「Ａに始まる」という意味になります。

その文書は７月１日の日付になっている
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この大学は 世紀後期に始まる

更に 時代･年代 で「Ａに 起源が さかのぼる」という表現もありま

す。

私たちの町の城 の建設 は、戦国時代までさかのぼる

日本語で「デートする」とよく言いますが、アメリカの口語で を同じ意味で用

いることはあります。

彼女はハンサムな青年とデートしている 付き合っている

の『核』のイメージは「下に傾く」です。

「 下に 傾く 」が語源。

「下に傾く → 傾く、下り坂になる」という意味があります。

その山道は急な下り坂になった

太陽が西に傾いた

「数・量・値段が下に傾く → 減る、下がる」という意味にもなります。

日本では出生率が急速に低下しつつある

「勢いが下に傾く → 勢いがなくなる、衰える」という意味にもなります。

父の健康は徐々に衰えて来ている

以上の は名詞としてそれぞれ「衰微、衰え、減退」「低下、 価格の 下

落」「晩年」「下り坂」「堕落」といった意味でも用いられます。

彼は晩年パリに住んだ

株式相場の急落
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出生率は下がっている

ローマ帝国の衰亡

には「拒む」「辞退する」という意味もありますが、これは「下に傾く →

下に顔を背ける → 避ける → 拒む、辞退する」となったと見るといいでしょう。

彼はそれについてそれ以上話すのを断った 拒んだ

彼女は彼の夕食の誘いを丁重に辞退した

 は「 丁重に 辞退する」、 は「断固として拒否する」。

の『核』のイメージは「慎重に 誤差のないように 計る」です。

「 強意 秤にかける 」が語源。

「物事を慎重に計る → 慎重に考える → 熟慮する」という 動詞の 意味が生まれま

した。

彼らは教育問題について熟慮していた

彼は次に何をなすべきか熟考中だった

また「物事を慎重にはかる → 慎重な」という意味の形容詞としても用いられます。

彼女は何をするにも慎重だ

「慎重な → ゆっくりとした、落ち着いた」という意味でも用いられます。

彼はゆっくりとした足取りで歩いた

そして「慎重に 誤差のないように 計る」ということは、「行動を起こす前に前もっ

てよく考える → 計画的な → 計算された、意図的な、わざとの」という 形容詞の

意味が生まれます。
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謀殺 計画的殺人

たくらんだうそ

計画的脱税

は語源からイメージした方が簡単です「 下に 川、流れ

る 」で「下に流れてくる」ということです。

 を語源とする他の語としては がある。「ライバル」は「川の利用権

を争っている人」が語源で、そこから「競争者、対抗者、好敵手」となったのだ。

で「Ａに由来する、Ａが起源である」という意味がありますが、上記

の『核』のイメージがつかめれば、「Ａから下へと流れてくる → Ａに由来する」と

簡単にその意味を覚えられますね。

この語はギリシア語に由来する から出ている

で「ＢからＡを引き出す、得る」という意味がありますが、これは

「Ｂ 川の 水源」「Ａ＝流れ出た結果」と考えるといいでしょう を「←」を表

す記号と見るといい 。そしてこの表現では、「Ａを引き出す」「Ａを手に入れる」

行為に力点があります。Ａには「利益・楽しみ・安心・知識」等が来るのが特徴です。

彼女は読書から楽しみを得た

彼はその仕事から多くの利益を得ることができた

の『核』のイメージは「 詰め込まれていたものを 外に出す」です。

「 反対・逆 積み込む → 荷を降ろす」が語源。 の項 「語

感で覚える重要英単語」 ページ も参照してみよう。
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まずはその語源通りの「 人・荷物を 降ろす」という意味があります。

タクシーは名古屋駅でお客を降ろした

彼らは船から荷を降ろした

これ以外の の意味をではまとめてみましょう。

①「 ～から人を 解放する」「 人を 解雇する、追放する」

「拘束・雇用していた状態から外に出す → 解放する、解雇する」。

彼らは囚人を釈放した

彼は退院を許された

ホワイト氏は解任された

②「 義務・約束等を 果たす」

「義務・負債を出し終える → 義務を果たす、負債を完済する」。

そのスパイは義務を完全に果たした

私は借金を払い終わった

③「 悪口等を 発する」「 物を 放出する」

「詰め込んでいた不満・物を外に出す → 不平を言う、 物を 放出する」。

彼は両親に不満をぶちまけた

煙突から煙が出ていた

その川は湾に注いでいる

④「 弾・ミサイル・矢等を 発射する、放つ」

「装填されていた弾等を外に出す → 発射する、放つ」。

犯人は警察官に向けてライフル 銃 を発砲した
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の『核』のイメージは「引く」です。

元々の由来は「漁船が網を引く」ことにあります。

そこから転じて「一網の漁獲高」という意味にもなる。網を引いて魚が積まれ

た結果船が重くなる。そこから「喫水 船が水中に沈み込む部分 」という意味

も生まれた。

これ以外にさまざまな「引く行為」「引かれたもの」を は表します。具体的

には以下になります。

①「下書き、線画、設計図」「草案 稿 」

「線を引くこと → 下書き、線画、設計図」また「草案 稿 」という意味が生

まれた。動詞として「下絵 書き を書く、草案を書く」という意味にもなる。

彼は演説の草案を作った

エンジン 飛行機 の設計図

②「 牛・馬等が車を 引くこと」

荷車用の牛馬

③「 酒類の 樽抜き」

樽から酒を引き出すこと。ドラフトビールの は「加熱殺菌されていな

い生のビールを樽から抜き 取り 出す」こと。

このバーには生ビールを置いてます

④「ひと飲み の量 」

水を胃袋に引き入れること。

彼は水をひと飲みした

彼はコップ１杯のワインを一飲みに飲んだ

⑤「徴兵、招集」「選抜隊」

若者を兵士として軍隊に引っ張ること。動詞としても用いられる。

徴兵制度

若者達は徴兵されて兵役に就いた

－５８－

『核』のイメージ 増補編



⑥「 スポーツの ドラフト制度」

良い選手を自分のチームに引っ張ること。

⑦「 資金・食料等の 調達」

「手形、小切手」

「手形、小切手」とはお金を引き出すもの。

銀行払いの 円の為替手形

⑧「すきま風」

引っ張られるように吹く風。

の『核』のイメージは「最も重要な本質 構成要素 」です。

そこから「 構成 要素」という意味が生まれます。

勤勉は成功の重要な要素だ

それから で「自身を構成する要素の中にいる → 自分の本領

を発揮できる」という慣用的な表現もあります。

彼は経済学の話をすると本領を発揮する

「複雑な総合体の構成要素 → 少数分子」そこから ～ で「少量、気

味」といった意味でも用いられます。

社会の犯罪分子

ちょっとした驚き

彼の言うことにはいつもユーモアがいくぶんこめられている

また「物質を構成する要素 → 元素」という意味にもなります。
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鉄や酸素は元素である

水素は他のどの元素よりも軽い

「自然界を構成する基本要素 → で 風・雨・寒さ等の 自然力、風雨

悪天候」という意味にもなります。

私達は風雨にさらされた

大暴風雨

また「学問の基本を構成する要素 → 学問の 初歩、 芸術・科学などの 基本、基本

原理」という意味にもなります。

彼は統計学の基本さえわかっていなかった

この意味の の形容詞形は で と言えば「小

学校」のことです。

ちなみに と言うと「要素 元素 の 基本 本質 的な 自然 力 の」

「ものすごい、絶大な」という意味になる。

の『核』のイメージは「いつでも」です。

たとえば と言えば「いつでも緑色 → いつまでも枯れない → いつまで

も新鮮な」という意味になります。

同じように は「いつまでも長持ちする → 永遠な の 」。

まず肯定文で用いられる『核』のイメージに近い用法の 。

彼女は相変わらず親切だった

「いつでも → いつも」。「いつもと同じくらい → 相変わらず」となる。

更にこの『核』のイメージから の他の用法を一つ一つ攻略していきましょう。

① 否定文で を伴って 「全く～ない」
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「いつでも～ない → いついかなるときも～ない → 一度も～ない」となる。

私は外国に一度も行ったことがありません

 は で言い換え可能だが と言った方が強意的

となる。

② 疑問文で 「これまでに、今までに、それまでで、これから」

「過去・未来のいつでも」ということ。

これまでに外国に行ったことがありますか

「過去のいつのことでもいいのですが、外国に行ったことがあります

か」ということ。

またいつかお会いすることがありましょうか

「未来のいつでもいいのですが、またお会いできますでしょうか」とい

うこと。

③ 節内で 「いつか」「いずれ」

ロンドンにおいでになることがあったらお立ち寄りください

 節内で「いつでも」から転じて「いつか」「いずれ」という意味になる。

④ 比較構文で 「今まで に 」

彼女は今までよりも熱心に働いた

は「いつでも」から転じて強意・強調の副詞として用いられることもあります。

そのような例をいくつか挙げてみましょう。

母は昨年の末からずっと病気です

 は の強調。

ジムはめったに本を読まない

 は 頻度に関して 「滅多に～ない」という意味。

私はごくまれにしか教会に行きません

 は めったに～ない を強調・補足している。 を文
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の形に戻せば となる。

一体どうやってその問題を解いたのですか

疑問詞直後に置かれ、その疑問詞を強調する。「一体 全体 」等と訳す。

日本は世界でますます重要な役割を果すことになるだろう

比較級の前に置かれ、その比較級を強調する。「更に、いっそう、ますま

す」等と訳す。

は語源から考えてみましょう。「 外に出して 閉じる 」が語源で

す。そこから「排除する」「締め出す」「除外する」という意味が生まれたのです。

実は は と同じ。だから「閉ざす、閉じる」なのだ。これがわかる

と、同じ要領で「結論付ける」という意味の は「 共に 口を閉ざ

す → 議論を終える → 結論を出す」となったとわかる。

は 中に入れて 閉ざす で「含める、含む」。 は

「～を含めて」。

は 離して 閉ざす で「～を引き離す、閉じ込める」。

は「引っ込みがちな」。

※ の も同じ意味の接頭辞。

は 前を 閉ざす で「遮断する」。

報道陣はその現場から締め出された

この場合ガンの可能性は除外できない

彼はスキャンダルを理由にクラブから除名された

この の形容詞形が です。一つ一つその意味を見ていきましょう。
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①「排他的な、 施設等が 非開放的な」「選ばれた人だけが入れる」

「 グループ等が 特定の仲間以外とのつき合いを好まない」

特に上流階級の人としか交際しない場合に用いる。

入会資格の厳しい 高級会員制クラブ

②「独占的な」「専用の」

独占権

新聞・雑誌等の 独占インタビュー

③「 互いに 相容れない」

この２つの議論は互いに相容れない

④「もっぱらの」「唯一の」

この問題にだけ注意を向けなさい

⑤「 店等が 高級の」「 商品等が 他では見られないような」

高級リゾートホテル

⑥「～を除いて」「～を勘定に入れないで」 ⇔

番と 番は除いて 番から 番まで

⑦ 「Ａを除いて」

その品の値段は税を別にして ドルだ

の『核』のイメージは「顔 を向ける 」です。

そこからまず名詞として以下のような意味が生まれました。

①「表面」

］太陽 月 の表面

②「面子 めんつ 」
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我々は面目を失った

 で「面目を失う」。 なら「面目

を保つ」となる。

もちろん上記以外に「顔」という『核』のイメージそのものの意味が にはある

ことは誰でも知っているので、それはここでは割愛します。

次に動詞の です。

①「 建物等が～の方向に 向いている」

「 建物等が場所に 面している」

「～の方向・場所に顔 ＝正面 を向けている → ～に向いている、面してい

る」。

私の家は公園に面している

家は南向きだ

彼は別の方を向いていたので私が見えなかった

②「 人・危険等に 臆せず立ち向かう」

「 困難・いやな事に 直面する、直視 正視 する、向き合う」

「 問題等を 正面から話し合う」

「危険・困難・問題・いやな事に顔を向ける → 立ち向かう、向き合う、直

視する」。

彼は事実 心配事、死 に直面した

女の子は恐ろしい犬と向かい合っていた

③ ～ 「～する勇気がない、～する気になれない」

「～することに顔を向けることができない → ～する勇気がない」。

～ 「Ｏが～するのを正視できない」

どうしても彼女に会う勇気がなかった

④「 危険等が ～の身に迫る、現れる」

人 災害等 「ＡはＢに直面している」

「危険等と面と向かう ことになる → 危険等が身に迫る、現れる」。

彼は難問に直面している
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この種は絶滅に瀕している

ちなみに というと以下の２つの意味になります。

①「 貨幣・証券等の 額面価格」

②「文字［見かけ］どおりの意味」

私は、彼女の言葉を額面通りに受け取った 信用した

の『核』のイメージは「作る こと 」です。

語源は や 等と同じ。 は「作る所 → 工場」、 は

「作られた 行われた こと → 事実」となる。

に「方法、やり方」という意味がありますが、これは「作ること → 作り方

→ 方法、やり方、様式」となったと見るといいでしょう。 や で言い換

えられます。

こんなふうに 日本風に

私は自己流で英語を学んだ

彼女は変わった話し方をした

「ファッション」というおなじみの意味も、「ある時代・ある地域の服装・行動など

の様式 → 流行・流行り・ファッション」となったのです。

若者は流行を追いかけがちだ

流行を作り出すのは容易ではない

ミニスカートがまた流行している

 で「流行している」。 は「流行し出す、

はやる」、 は「流行しなくなる、すたれる」となる。

で「彼女は売れっ子だ」といった言い方もある。
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は動詞としても用いられ、「～を作る」という意味になります。

トムは木片で人形を作った

戦争体験がその若者を平和主義者にした

上例は比喩的に「～を形成する」という意味で使われている。

の『核』のイメージは「終わり」です。 、 等と語源が同じ語なの

です。「終り → 最後のもの、完成した→ 申し分ない、見事な」と意味が発展した

のです。ここから以下のような の持つ肯定的な意味が生まれました。

①「立派な、見事な、すばらしい、美しい」

彼はすばらしい音楽家 小説家・画家 だ

②「 天気が 晴れた、好天の」

いい天気ですね

晴天

③「元気で、健康で、快適な」

ご機嫌いかがですか

元気です。おかげさまで

④「洗練された、上品な」

グリーン夫人はマナーが洗練されている

⑤「細かい、細い」

「すばらしい → 仕事・物が緻密な → 細かい、細い」となった。

］細かい砂 ほこり、粉

⑥「 混じり物がなく 純良な、精製した」

純金

には「罰金」という意味の名詞があります。これも『核』のイメージから読み
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解けます。つまり「 違反等を 金銭の支払いによって終わりにすること」ということ

です。

＄ ＄

私はスピード違反で ドルの罰金を払った

また は「罰金を科す」という動詞としても使われます。

￡

彼女はスピード違反で ポンドの罰金を科せられた

 人 金額 理由 で「Ａに ～の理由で Ｂの罰金を科す」。

彼はスピード違反で罰金を科せられた

の『核』のイメージは「 他者に作用を及ぼす 力、強さ」です。

そこから以下のような意味が生まれました。

①「 物理的な 力、力の強さ、勢い」

重力

電力

２台の車がものすごい勢いでお互いにぶつかった

②「 人間の肉体的・精神的な 力、体力、腕力」「気力」「暴力」

彼は力一杯ロープを引いた

気力と決断力のある男

暴力によって

彼らは力ずくで家に押し入った

③「支配力、影響力 を持つ人 物 」「 議論などの 説得力」「 文章などの 迫

力」

あまり説得力のない議論

世論の力

彼はその会社の一大有力者だ
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習慣から、いつもの癖で

彼が言うことには説得力がある

④ 「軍事力」「兵力、武力」「勢力」

「軍隊」「部隊」「艦隊」

空軍

ちなみに陸軍は 、海軍は 。

⑤「 訓練を積み統率された 集団、団体」「一団、一隊」

警官隊

医者と看護婦の一団

販売 部門 の一員

一国の労働者総数

⑥「 法律等の 効力、強制力」「施行、実施」

法律が 効力を発す、施行される

法律を施行する

法律などが 有効で

また は動詞としても用いられ以下のような意味になります。

①「力 ずく で～させる → 無理やり～させる」

私は彼に無理やりその仕事をさせた

 原形 ～、あるいは ～ で「無理やりＯ

に～させる」。

私は書類に署名せざるを得なかった

 原形 ～ で「～せざるを得ない」。

②「力 ずく で～させる → 無理やり押し付ける、強要する」

あなたの意見を押しつけないでください

③「力 ずく で～する → 無理やり～する、手に入れる」

彼はドアを押し破った 錠をこじ開けた］

私は無理に人込みをかきわけて進んだ

 で「無理やりかき分けて進む」。
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彼は窓をこじ開けた

警察は彼を無理やり白状させた

彼女は無理に笑った 泣いた］

余談ですが とりで、要塞 も と語源が同じです。『核』のイメージは

「強いもの」。確かに「要塞」は強固な作りで敵の侵入を阻止する施設ですね。

の『核』のイメージは「偶然、幸運」です。

そこからまず「運」「 将来の 運勢、運命」「幸運」という意味があります。

運だめしをしてみた

運よく彼女は無傷だった

あなたの運勢を占ってあげましょう

彼は幸運に恵まれていた

ちなみに「占い」のことを 、「占い師」のことを と

言います。

更に は、「幸運をもたらしてくれるもの → 財産、富、大金」という意味

が生まれました。

その男は財産を得た

リー氏は投資で財を成した

財産家

の『核』のイメージは「一緒になる する 」です。

そこから以下のような意味が生まれました。
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①「人・ものを一緒にする → 人・ものを集める、集合させる、かき集める」

彼は自分の周りに子供たちを集めた

以下のように自動詞として用いられると「一緒になる → 集まる」とな

る。

火のまわりに集まる

群集が現場に群がった

西の方に雲が出てきた

②「果実・作物等を一緒にする → 果実等を摘む、採集する、作物を収穫する」

彼らは作物を取り入れた

少女はリンゴを摘んでかごに入れた

彼女のために花を摘んでやった

 人 果実等 で「ＡにＢを摘んでやる」。

③「速度・勢力等を一緒 一つ にする → 速度・勢力を増す、加える」

スピードを増す

経験を積む

巨万の富をためる

夕やみが迫っている

⑤「情報等を一緒 一つ にする → ～を推測する、理解する」

君は彼の言葉から何を得ましたか

彼らは私たちと同意見だと思う

 Ｓ＋Ｖ～ で「～であると推量する」。

⑥「精力・知恵・思考等を一緒 一つ にする → 集中する、 勇気を 奮い起こす」

彼はその石を動かそうと精一杯の力を出した

そう言えば「ギャザースカート」は胴回りにひだを 一緒に 寄せ集めたスカート」の

ことですね。英語では と言います。
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また は の名詞形。そうすると の以下の意味も簡単に

もうつかめることでしょう。

①「集まり、会合」

「一緒になる 集まる こと」ということ。

②「群集」

「一緒になった 集まった 人々」ということ。

多くの人の集まり

懇親会

③「採集、収穫 集 」

「一緒にする 集める こと」ということ。

食物採集

はもちろん の過去分詞形ですが、以下のような意味で用いられることが

あるので要注意です。

まず形容詞として「定められた、一定の、既知の、特定の」という意味があります。

これは が「与えられた」という直訳から転じて上記のような意味となったと

見るといいでしょう。イコール表現として などが挙げられます。

定められた時間内に

いつでも

どこにでも

与えられた条件のもとで

ちなみに は「 親に 与えられた名前 → 個人の 名前」という意味です。

とも言います。名字は 、 又は と言いま

す。

次に は「前置詞」「接続詞」としての用法があります。つまり前置詞として

「 名 」、接続詞として「 Ｓ Ｖ～」という形で

「～と仮定して」
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「～を考慮に入れると」

「～があれば」

という意味になることがあるのです。

直径を センチとして、その円周を求めよ

経験がないことを考えれば、彼女はよくやったよ

チャンスがあれば、彼は全力を尽くすだろう

これらは元々 Ｓ … だったものが、分詞構文となって

Ｓ 部分が省略されたと考えると理解できるでしょう。

最後に で「Ａにふける、Ａの癖がある」という意味があります。

夫は酒を飲んでばかりいた

私には空想癖が大いにあった

彼らはいつも暴力に訴えた

これは 自分自身をＡに与える → Ａに身をまかせる、委ねる の

受動態と見るといいでしょう。

の『核』のイメージは「手で握る・つかむ もの 」です。

まずカタカナ英語にもなっている「ハンドル」、つまり「取っ手、柄 え 」という意

味がありますが、まさにこれは手でつかむものそのものですね。

ただし、自動車の「ハンドル」は 、自転車の場合は

と言うので注意。

カップの取っ手

その が比喩的に用いられ、「物事の最初のつかみ所 → きっかけ、つけ込む

機会、手がかり、口実」といった意味にもなります。

そして は動詞としても用いられますが、まず『核』のイメージ通りの「～を
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手で握る、触れる」という意味があります。

濡れた手でその機械に触らないでください

そこから比喩的に転じ「～を手でつかむ → 扱う、操縦する、処理する、論じる」と

いった意味にもなります。

「 物・道具・機械等を を扱う、操縦する」

先日購入したこの機械は扱いにくい

「 人 を扱う、遇する」

彼らは我々を丁重に扱った

「 事・問題等 を うまく 処理する」

「 問題・議論 を論じる」

その問題を処理するのは難しい

の『核』のイメージは「 上から下に ～をたらす・ぶら下げる」です。

自動詞の場合は「 上から下に たれる・ぶら下がる」が『核』のイメージとなる。

活用は 。

まず他動詞の ですが、『核』のイメージ通りの「～をつるす、下げる、掛け

る」「～を掛けて飾る」という意味があります。

彼は帽子は帽子掛けに掛けた

彼女は窓にカーテンを掛けた

子供達は鳥かごを軒からつるした

で「自身の頭をたらす → 頭を垂れる、うなだれる」という意味に

なります。

その時私は恥ずかしくてうなだれた
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「人の首をロープにつるす → 絞首刑にする、人を首吊りにする」という意味にもな

ります。その場合は という活用になります。

犯人は殺人罪で絞首刑になった

その政治家は首つり自殺をした

ここから転じて、この は「～を地獄に落とす」という意味でよく会話な

どで用いられる。

こんちくしょう

くそくらえ、ちくしょう

これは驚いた

知っていてたまるもんか 全然知らない

文法なんかくそくらえだ

また「～を…にぶら下げる → ～を…に引っかける 加える・取り付ける 、 責任・

罪等を …に着せる、なすり付ける」といった意味になることもあります。

自動詞の は、「 上から下に たれる・ぶら下がる」から、まず「～に掛かって

いる」「ぶら下がっている」等の意味になります。

世界地図がその部屋の壁に掛かっていた

つららが家の屋根に下がっていた

ストッキングはずり下がってしまっていた

「たれる → ずりさがる」。

「 花などが 頭を垂れる → しおれる」「絞首刑になる、首を吊って死ぬ」という意

味にもなります。

暑さで庭の花はしおれた

その囚人は昨日絞首刑になった／その囚人は昨日首をつって死んだ
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で「 あきらめずに 最後までがんばれ 」という激励の意味がありま

すが、これは「 最後まで その状況の中にしがみついていろ → 頑張れ」となったの

です。

また で「～の言うことを熱心に聴く」という意味があ

りますが、これは「～の口 言葉 に接触してずっとぶら下がっている → 熱心に聞

く」となるわけです。

α

 αは

①「αの状態でぶら下げる、たらす」 他動詞の場合。

②「αの状態でぶら下がる、たれる」 自動詞の場合。

という意味になる。

⑴ …「～を下に ぶら下げる → ①～をぶら下げる〔他〕 ②ぶ

ら下がる〔自〕」という意味になる。

⑵ …「～に接触して ぶら下がっている → ①～にしがみつく、寄

り掛かる〔他〕 ②～に頼る、依存する、～によって決まる〔他〕

③ 人の言うことを 熱心に聞く〔他〕 ④頑張る〔自〕 ⑤ちょっ

と待つ、 電話等を 切らずにおく〔自〕 ⑥ 病気等が 長引く、

なかなか直らない〔自〕」という意味になる。

⑶ …「～を垂らして 垂れて 外に出す・出る → ①外側にだら

りとたれる〔自〕 ②身を乗り出す〔自〕 ③ 旗・洗濯物等を

外に出す〔他〕」という意味になる。

⑷ …「～を覆って 垂れる → ①～の上に漂っている〔自〕

② 危険等が ～に迫っている〔自〕 ③ 不安等が ～を苦しめ

る〔自〕 ④身を乗り出す、突き出る〔自〕 ⑤未決定のまま

である、続いている〔自〕」という意味になる。

「～を苦しめる」から転じた名詞形の は「二日酔い」と

いう意味。

⑸ …「～の所で 宙ぶらりんの状態でいる → 場所で さまよう、
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ぐずぐずする〔自〕」という意味になる。

⑹ …「～の周辺で ぶら下がっている →

①近くにいる、うろつく、ぐずぐずする〔自〕

② 人に つきまとう 人と 付き合う〔自〕 ③ 病気

・悪天候等が 長びく〔自〕 ④待つ、中断する

〔自〕」という意味になる。

⑺ …「うしろでぶら下がっている → ① ～を 嫌がる、躊躇する

〔自〕 ②人の後ろからのろのろついて行く〔自〕 ③居残る

〔自〕 ④～を元あったところに掛ける〔他〕」という意味に

なる。

の『核』のイメージは「熱い 暑い 」です。

そこから以下のような意味が生まれましたが、中にはカタカナ英語としても使われる

意味があるので、類推も容易かと思います。

①「 味が ぴりっとする、辛い、ひりひりする ような 」

「 色・臭い等が 強烈な、どぎつい」

このカレーは辛すぎる

よくきくコショウ

②「激しい、熱烈な」「 行動等が 熱を帯びた」「 人が 怒りっぽい」「興奮し

た」

激戦

激しい言葉

私はその問題で兄と激論をたたかわせた

彼女はかんかんに怒った

彼女は怒りっぽい
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彼は熱烈な野球ファンだ

③「 ニュース・話題等が 新しい、最新の」「ほやほやの、出たばかりの」

「 人・商品等が 人気のある、流行の」

「 本・映画等が わくわくさせる、センセーショナルな」

「 ジャズ演奏が 熱狂的な、即興的な、ホットな」

最新のニュース

出版されたばかりの本

④「 技術等が 優れている、秀でた」

腕のいい運転手

⑤「 電話等が 急用の」

カタカナ英語でも「二つの国の政府首脳間を結ぶ緊急連絡用の直通通信線」のこ

とを「ホットライン」と言う。英語でもこれは 。

また副詞として「熱く」「激しく」「怒って」という意味にもなります。

合成語で と言うと「熱烈な、情熱的な」「血気にはやる」「怒りやす

い」といった意味になります。

の『核』のイメージは「～と同じと見る」です。

そこから以下のような意味が生まれました。

①「 人・物が 誰 何 であるかわかる」

「 人・物を 確認する、認定する」

「ＡはＢと同じだと見る(認める)」ということ。

死体の身元はジェフ・ブラウンと確認された

 は「イコール記号」と考えるといい。

彼女は付いている傷で自分の万年筆だと確認した
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警察はすぐに犯人がだれであるか見分けた

②「 人・物・事を ～と同一視する、同一のものとみなす」

「 人・物・事を ～と結びつけて考える」

「ＡはＢと同じもの 人 だと見なす 考える 」ということ。

という形で用いられることが多い。

彼は自分は中流階級だと考えた

③「 物の存在を つきとめる、発見する」

「 物が ～の身元を明らかにする」 「～」には「人」が入る。

「同一であるとみなした結果、～だと特定する、つきとめる」と

いうこと。

学者はその病気の原因となる遺伝子をついにつきとめた

制服で彼が警察官だとわかった

④ 「Ａに賛同 共感 する、Ａを支持する」

「Ａと行動を共にする」

「自分自身がＡと同じ 考え・気持ち だとわかった結果、共感する、

行動を共にする」ということ。

日本の歴史上の人物であなたは誰に共感を覚えますか

私はこの映画の主人公になったような気になった

の『核』のイメージは「空っぽの、無駄な 役に立たない・価値のない 」です。
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「仕事もしないで無駄な 価値のない 時間を過ごす → 人が 怠けている、怠惰な、

のらくらしている、何もしない、暇な あいている 」という意味が生まれます。

生来の怠け者 というより、単に仕事が無くてぶらぶらしているというイメ

ージ。

テッドは怠惰な学生だ

大半の学生は夏休み中多くの時間をぶらぶらして過ごす

また は人だけでなく、「 機械・施設・金等が 使用されていない、動いていな

い」という意味にもなります。

遊んでいる 遊休 機械

遊んでいる金

更に「役に立たない、無用の、無益な」「つまらない」「根拠のない」という意味で

も使われます。

つまらないうわさ

「役に立たない → 信憑性のない → つまらない」。

彼はいつも無駄なことをやろうとする

彼を説得しようとしても無駄だろう

はまた動詞として「 時間等を 怠けて過ごす、無駄に使う」という意味にも

なります。

時間の浪費をするな

カタカナ英語の「アイドリング 」も「エンジンを空転させる」という意味で

に由来しています。

それから「アイドル歌手」という場合の「アイドル」は 。これが「偶像 視され

る人・もの 」という意味です。動詞形は で「～を盲目的に崇拝する、心酔

する、～を偶像化する」という意味になります。
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の『核』のイメージは「満たす 一杯にする 」です。

「 中を 満たす 方法・もの 」が語源。

まず動詞として「 計画・契約・法律等を 実行する、果たす」という意味があります

が、これは「計画等を行動で満たす → 実行する」となったのです。

ひとたび公職に就くと、その政治家は公約を果たさなかった

また名詞として「道具・用具・器具」「 家具一式」という意味があり

ますが、これらは「部屋・仕事場を満たすもの」ということです。

農具

筆記用具

の『核』のイメージは「中に立っているもの」です。

「 中に 立てる 名詞語尾 」が語源。

まず「社会の中に立っているもの → 大学・銀行・病院・刑務所等の 施設・機関」

という意味があります。

教育機関、学校

慈善団体

精神病院

公共機関

そして「社会の中に立って 長く存在して いるもの → しきたり、制度、慣行」とい

う意味があります。

英国の政治制度

・ 家族 結婚・奴隷 制度
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また「社会の中に打ち立てること → 設立・ 制度・法律等の 制定・創立・導入」と

いう意味があります。

一部の人々はその新しい法律の制定 導入 に猛反対した

の『核』のイメージは「 力が 弱い」です。

「 否定 強い 」が語源。

まず「 体力が 弱い → 病弱な 人 、病人 向きの 」という意味になります。

形容詞又は名詞になる。発音は ə 。

彼には病弱な妹がいる

病人向きの食事

動詞として「 病気で 動けなくする」「病人として扱う」という意味もありますが、

こちらの頻度はそう高くありません。

年老いて病弱になっていたので、彼女はずっと自室に閉じこもっていた

また「 論拠が 弱い → 根拠が薄弱な がない 、説得力がない」「 法的根拠が 弱い

→ 法的に 無効な」という意味になります。

この意味では形容詞のみ。発音は æ 。また反意語は で「正当な根

拠のある」「 法的に 有効な、合法の」。

根拠薄弱な言い分

裁判官はその契約は無効と裁定した

私のパスポートは期限切れで無効だった
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の『核』のイメージは「 手書きの 文字」です。

実際、 には「文字」という意味があります。

頭文字

大 小 文字で

英語のアルファベットは 文字である

彼らは計画を寸分違わず実行した

 で「正確に、文字どおりに」という決まり文句。

そしておなじみの「手紙」という意味も生まれました。

「 手書きの 文字で書かれたもの」ということ。

先日彼女に手紙を書いて、彼女はそれに返信してくれた

また で「文学」「学問」「学識」「文学的素養」「文筆業」という意味に

なることもあります。

文芸

文学者、著述家

著述業

の『核』のイメージは「水平」です。

『核』のイメージ通りの 「水平」という 意味が、名詞の にはあります。

彼はテーブルの表面を水平にした

形容詞として「水平な」「平らな」という意味にもなります。
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この棚は水平になっていない

私達は平坦な道を歩いた

更にそこから転じて「 水平面の 高さ」「 ある高さの 平面」という意味にもなりま

す。

海抜 メートル の所で に

目の高さになるようにそれを保ちなさい

形容詞として「 ～と 同じ高さで」「 程度等が 同等で、同水準で」という意味にも

なります。

互角のレース

この木のてっぺんは屋根と同じ高さだ

大さじすり切り１杯の塩

また比喩的に「能力・程度等のある一定の同じ高さ → 知的・道徳的な 水準」

「 達した 程度、段階、レベル、量」という意味にもなります。これがカタカナ英語

にもなっているおなじみの「レベル」です 「水平 → 水準」と発展したわけです 。

地域 国家 的段階で

より深い段階で

韓国は教育の程度が高いことで世界によく知られている

彼女のバイオリン演奏はプロ並みだ

形容詞として「むらのない、均等な」「平静で分別のある」という意味にもなります。

「色・量・程度・思考が水平な → 偏 かたよ りがない、均等な、冷静な」。

彼らは危機に冷静を保った

そして は動詞として用いられると「水平にする なる 」が『核』のイメージ

となり、以下のような意味が生まれます。

①「平らにする」「起伏をなくす」
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「でこぼこな面を水平にする」。

私達は植え付けの前に畑の地ならしをした

②「 建物等を 取り壊す、解体する」「 人を 打ち倒す」

「建物・人を水平にする → 倒す」。

彼らは建物を倒した

③「～を平等にする」「 差別等を 取り除く」「 調子・文体等を 一様にする」

「差別等を水平にする → なくす」。

彼はあらゆる社会的差別をなくすべく努力した

④「 銃等を水平に 構える」「 非難等を 浴びせる」

猟師はその鹿に銃のねらいをつけた

彼は激しく政府を批判した

の『核』のイメージは「生命 存 」です。

そこから以下のような意味が生まれました。非常に多様に意味が広がるので、しっか

り整理しましょう。

① 不可算 「生きていること、生命」 ⇔

彼は息子のために死んだ

生命はどのようにして始まったか

② 不可算 「 集合的に 生物、生き物」

彼は動物を専門に研究している

火星に生物はいない
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③ 可算 「一生、生涯」

「 物の 寿命、耐用 有効 期間」

この車のエンジンの寿命はとても長い

彼らはずっと前から知り合いです

④ 不可算。形容詞がつけば ～ も可 「生活、暮し 方 」「生き方」

私は田舎の生活が好きだ

彼女は息子と幸福な生活を送った

 ～ で「～な生活を送る」。

⑤ 通例 「 死者と対比して 人、人命」

火事で多くの人が死んだ

⑥ 不可算 「活気、生気、元気、快活」

「 生物の 活動、動き」

「不可欠なもの 事 」

晴れやかで生気がみなぎった顔

活気を帯びる

彼女は元気そのものだ

原子力産業はその地域の生命 地域にとって不可欠な存在 だった

⑦ 不可算 「活力源、生気を与えるもの」

「 ～を はなやか にぎやか にする人 物 」

「 ～の 中心人物、原動力」

写真は彼の生きがいだ

サリーはパーティーの花形だった

⑧ 不可算 「人生、この世に生きること」

「現世」

「世間」
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人生は夢にすぎない

この は副詞で と同じ意味。

おまえはまったく世間を知らないのだ

彼は世間で名を上げた なした

この世 ⇔ あの世

⑨ 不可算 「 美術作品のモデルや主題となる 実物 実像 、本物」

実物大の

この絵は実物のモデルを使って描かれたものだ

⑩《イディオム》

⑴ ～ 人 「どうしても～できない」

どうしても彼女の住所が思い出せない

⑵ ⒈「生前、存命中」 ⒉「この世で」

⑶ 「人生とはそういうものだ」

⑷ 「これが人生というものだ、最高の気分だ」

⑸ 「本物そっくりの」

⑹ 「伝記」

単に でもいい。

の『核』のイメージは「～を上に持ち上げる」です。

自動詞の場合は「 上に 持ち上がる」が『核』のイメージとなる。

持ち上げるものは「物」だけでなく、「手・頭・目等」、また「人、人の地位・境

遇等」、あるいは「気持ち・感情等」のこともあります。
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その石は重すぎて私には持ち上げられなかった

彼は彼らを見上げた

彼女は彼に手を上げて別れを告げた

ブラウン氏は一生懸命働いて貧困から脱した

朝の日光が私を元気づけた

「気持ち・精神を持ち上げる → 元気づける」。

もやはまもなく晴れた

妻がほほえんだので私の沈んだ気分も晴れた

は名詞としても用いられ、「持ち上げる がる こと」「 人を車に 乗せること、

乗せてもらうこと」「昇進、出世」「 精神の 高揚」といった意味で用いられます。

また「 スキー場の リフト」、イギリスでは「エレベータ」という意味でも用いられ

ます。

アメリカでは「エレベータ」は を用いる。

彼はその岩を持ち上げた

君の車に乗せてくれないか

その良い知らせに彼女は元気が出た

は、「持ち上げる」から転じて「～を持ち上げて取ってやる」つまり「 制限・

禁止等を 解除する」「 負担・責任等を 取り除いてやる」という意味にもなります。

二国間の全ての貿易障害は撤廃されなけれるべきだ

政府は販売禁止を解除した

彼女の肩の荷をおろしてあげた方がいい

の『核』のイメージは「～しそうな ありそうな 」です。
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そこからまず形容詞の以下のような意味が生まれました。

① Ｓ Ｖ 原形 ～ 「Ｓは～する可能性がある、～しそうだ」

Ｓ＋Ｖ～

祖父は 歳まで生きられそうだ

②「ありそうな、本当らしい」

その生徒は欠席のもっともらしい言い訳をでっち上げた

③「 ～するのに 適当な、格好の」

「本当にありそうな → まさにぴったりの → 格好の」。

ピクニックにはここはもってこいの場所だ

④「有望な、見込のある、成功しそうな」

彼は前途有望な青年です

次に副詞として以下のような意味が生まれました。

①「たぶん、おそらく」

彼女はおそらくその申し出を断るだろう

彼はたぶん明日は家にいるだろう

② 「たぶん、十中八九」

の『核』のイメージは「長い く 」です。

とはいえ形容詞の「長い」という についてはほとんどの日本人は大丈夫でしょ

うから、形容詞の を用いた慣用的な表現をまとめてみましょう。
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① Ｓ Ｖ～ 「まもなく～するだろう」

すぐに彼は英語を話せるようになるだろう

② Ｓ Ｖ～ 「まもなく～した」

まもなく私はその計略に気付いた

①②の ～ は で言い換えられる。 の

は名詞。

③ ⑴「ぐずぐずするな」 ⑵「早く帰ってきて」

それから尺度で「縦が…」という場合、形容詞の が使われます。

この板は縦が２メートルある

次に副詞の「長く」「長い間」という の例をいくつか挙げてみましょう。

私は長い間 前々から 彼女に会いたいと思っていた

この は で言い換えられる。

長い間お待たせしてすみません

私たちは一日中テニスをした

 と がセットで「～の間中」という意味になる。

副詞の を用いた慣用表現も紹介しておきましょう。

① 「さようなら、じゃまたね」

親しい間で用いる。あまり長い別れには使わない。

② ～ 「もはや～ない」

君はもう子供ではない

もうこれ以上待てない

③ Ｓ Ｖ～

⑴「～する限り、～する間は」 時 Ｓ＋Ｖ～

Ｓ＋Ｖ～
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彼がここにいる限り私の仕事がふえるだろう

⑵「～ し さえすれば」 条件 Ｓ Ｖ～

この Ｓ Ｖ～ は Ｓ Ｖ～ と異なり、仮定法では用いな

い。

あなたが幸せでありさえすれば私はかまわない

 には以下のような用法もある。

時を表す名詞 「Ａの間、Ａもの長い間」

５年もの間彼女は彼を待った

次に動詞の ですが、 で「Ａを切望する」「Ａに憧れる」という意

味があります。これは「 Ａが欲しくて 長く感じる → 今か今かと待ちわびる → 切

望する」となったのです。

「首を長くする 長くして待つ 」といった日本語からイメージするのも面白いか

もしれない。

我々は休暇を待ち焦がれている

彼女はあなたが帰ってくるのを待ちこがれています

この は不定詞を目的語にとって、 原形 ～ で「～することを切望す

る」という語法もあります。

あなたからの便りをお待ちしております

の『核』のイメージは「失う なくす 」です。

そこから以下のような意味が生まれました。
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①「 ～を 失う、なくす、紛失する、落とす、置き忘れる」

「 能力・体重・信用・興味・バランス等を 失う、維持できなくなる」

かぎ 書類鞄 をなくしてしまった

 の活用は 。

私は７歳のとき父を亡くした

バブル崩壊で失業した

彼は事故で失明した

彼女の顔から血の気が失せた

彼女はとてもやせた

②「 時間・労力・機会等を 無駄にする、浪費する」

「損をする」

私は外国へ行く機会を逃した

ぐずぐずしてはいられないよ

我々はその仕事で損をした

③「 勝負等に 負ける、破れる」 ⇔

そのチームはヤンキースに４対０でその試合に負けた

その党は選挙で敗れた

④「 道・人等を 見失う、迷う」

暗がりで道に迷った

 で「道に迷う」。 で「道に迷った、途方に暮れ

た」。

警察は人込みの中で彼女を見失った

⑤「 ～を 聞き損なう、見落とす、理解し損なう」

私は先生の言うことを１語も聞き漏らさなかった

彼の声は観客の声援の中でかき消された

⑥「 時計が 遅れる」 ⇔

その時計は１日 秒遅れる

私の時計は進みも遅れもしない
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⑦ 「Ａに没頭する、Ａにふける」

彼は瞑想にふけっていた

彼女は漫画本に夢中になっていた

 で「道に迷う」「途方に暮れる、困り果てる」

という意味になることもある。

彼は森の中で道に迷った

眼鏡がなくてどうにもならなかった

⑧ 「Ａには無駄である、Ａには理解されない」

ヒントを与えても彼には無駄だった

私の冗談は彼に通じなかった

の過去分詞の の意外な意味としては「負けた」「死んだ」「破 死 滅し

た」「滅びた」「忘れ 去 られた」「 もはや 顧みられない」といったものがありま

す。

負け戦

敗訴

難破船

損失した航空機

遺失物

遺失物取扱所

忘れられた町

我々は彼を死んだものとしてあきらめた

 で「Ａを死んだものとしてあきらめる」。

の『核』のイメージは「保つ 維持する 」です。

そこから以下のような意味が生まれました。

①「 人がある状態・行為等を 維持する、続ける、保つ」
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日本はアメリカと友好関係を保ってきた

バスは時速 マイルを維持した

②「 人が家族等を 養う、扶養する」

お前はもう自活してもいい年頃だ

彼はわずかな給料で妻と３人の子供を養った

③「 人が意見等を 支持する、擁護する、守る」

「意見等を心に保つ → 意見を支持する、擁護する」。

我々は彼の意見を支持した

君は自分の権利を守るべきだ

④「 手入れをして物を 保存する」

「 物を 整備 保守 する」

「良い状態で物を保つ → 保存する、保守する」。

このアパートは手入れがよく行き届いている

③「 人が～を ～だと 主張する、断言する」

「意見・考えを心に保つ → その結果それを口にする → 主張する」。

Ｏには名詞以外に 節もくる。また で「ＯはＣだと主

張する」といった構文もある。

彼は彼女の無罪を主張している

の『核』のイメージは「うまく動かす・扱う 動かして・扱って処理する 」
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です。

そこから以下のような意味が生まれました。

①「 事業・店・家等を 管理する、経営する」

「支配する」

「 チーム等の 監督をする」

そのホテルは管理が行き届いていない

彼は事業 会社 経営している

彼の奥さんがその大きな家を切り回している

②「 機械・乗り物等を 操縦 運転 する・扱う」「 馬等を 御する・扱う」

「 人等を うまく使う・扱う」

兄はこの機械を動かせる

私の馬をうまく乗りこなせますか

アリスは夫の扱い方を心得ている

③ を伴って 「～をどうにかやり遂げる」

ナンシーは何とか笑って見せることができた

④ 原形 ～

⑴「どうにかこうにか～できる」「何とかうまく～する」

私はどうにか会合に間に合った

⑵ 皮肉に 「まんまと～する してしまう 」

敵のやつまんまと罠にはまったぞ

⑤ を伴って 「 食物等を 平らげる」

「～をうまく手に入れる」

もう１杯飲めますか

１週間の休暇がとれたらなあ

⑥ 自動詞として 「どうにかやっていく」

「事を処理する、やりくりする」
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お手伝いしましょうか

いいえ、何とかできますから

人に頼らずにうまくやれると思います

金なしで彼はどうやっていくのだろうか

英語で を辞書で調べると、「 芸能人の マネージャー」はもちろん、「経

営者」「支配人」「管理人」「主事」「理事」「幹事」「主任」「部長」「局長」

「 劇場の 興行主」「 スポーツチームの 監督」…等、いろんな訳語が現れ苦労しま

すが、要するに とは、「その組織をうまく 切り盛りして 動かしている

人」ということなのです。その動かしている組織によって和訳がそれぞれ異なるだけ

のことなのですね。

の『核』のイメージは「手」です。カタカナ英語で「マナー」と言えば「礼

儀、作法」のことですが、 これは「 人前での正しい 手さばき」から来ています。

食事の作法

「礼儀、作法」と言う場合、 とする。 とは言わ

ない。

ナイフで食べるのは不作法だ

これ以外の についてもまとめてみましょう。

① 「方法」

「 ～の やり方」

 我々が何か物を取ろうとする場合、 手が届く範囲であれば 手でそれをつか

んで取る。「手」というのは物を取るという目的を達するための「手段」で

あり「方法」だ。「手」を語源とする が 方法 の意味で用いら

れるのもこんな所に由来する。日本語でも「別の手 方法 を使おう」「手さ

ばきが良い」等と言ったりするように「方法、やり方」が「手」で表される

ことがある。また「方法」の別の言い方として「手段」「手法」等があるが、
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これらにも「手」という字が付く。このあたりの感覚は、洋の東西を問わな

いのだろう。

私はこれまでありきたりの生き方をしてきた

彼はいつもひどい 友好的な やり方で彼女を扱う

② 通例 「扱い方」

「 ～に対する 態度、物腰」

これらも「方法」から派生した意味だ。以下の英文の「気取った物腰 態度 」

も、言ってみれば「気取った 振る舞いの 仕方・やり方」ということだ。「扱

い方」というのも、「人・物を扱うそのやり方・方法」のことだ。

彼は丁寧な 気取った 物腰で私に話しかけてきた

年寄りに対する彼女の冷たい 意地悪な 態度が気に入らない

③ 「 ある国民・時代の 風習、習慣、風俗」

これも「方法」に由来する。「風習・習慣」とは「長年に渡ってその国民や集

団によって行われてきた物事のやり方・方法」のことだ。

彼は日本人の風俗習慣を研究している

④ 通例

⑴ 「 芸術・文学などの 流儀、様式、作風」

「～風、～流」

「マンネリズム」

これも「方法」に由来する。「様式」「作風」「～流 風 」というのは、そ

れ独自の「描き方、書き方、やり方」のことだ。

ピカソ風の絵

⑵ 「 個人の 癖、やり方」

これも「方法」に由来する。「癖」とは、「その個人独特の物事のやり方、
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振る舞いの仕方」のことだ。

その男性は話し方に変な癖 なまり があった

だけでなく、 がつく語は「手」と関係があります。たとえば 。

「マニキュア」とは マニキュア液等を塗ったりして手の 爪の手入れをすることです

が、これは 手の 手入れ・保護 なのです。

ちなみに は「 足の 爪の手入れをすること」だが が「足 の 」

という意味。自転車で足を乗せるところをペダル というが、同語源である。

そうすると が「手動の」という意味も連想がすぐわきます。

は、「手を使って巧みに～を操る」が『核』のイメージ。そこから「 問

題・事件などを 巧みに処理する」「 人・世論などを 巧みに操る」「 計算・報告な

どを 巧みに操ってごまかす」という意味が生じました。

その政治家は人々の感情を巧みに操った

彼は株を操作して不正利益を上げた

政府は世論を巧みに操ろうとしている

大きなトラクターを巧みに運転できます

その外国人は箸 はし を上手に使った

彼は勘定 計算・帳簿 をごまかした

の『核』のイメージは「印 をつける 」です。

そこからまず名詞として以下のような意味が生まれました。ものすごくたくさん意味

があるように見えますが、『核』のイメージが理解できればこれらは全て一つにつな
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がってくるはずです。

①「 物についた 印、跡、痕跡」

「傷跡、あざ、ほくろ」

「汚点」

「斑点」

むちの跡

雪につけられた足跡

焼け焦げた跡

②「 衣服等につけた 目印、標章」

「 家畜等への 焼き印」

彼の貴族の紋章

③「 産地・所有者・品質等を表示する 図案、記号、マーク、商標」

製造元マーク

④「 境界標識等の 位置を示すもの、指標、目印」

航路標識

境界標識

⑤「 筆記・印刷用の 記号、符号」

疑問符

⑥ 「 人の感情・状態等の 印、兆候、証拠」

老年 老いの きざし

敬意のしるしとして

⑦「影響、感銘、印象」

「～によって心に刻まれた印」ということ。

その映画は私に強い影響を与えた

⑧「 学業・行状等の 成績 評点 、点、点数」

「学業・行動において結果として残した印 → 成績、点数」。

アメリカでは を用いる。

「評価」

「ある結果に対して他者から付けられた印 → 評価」。
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私は良い 悪い 点を取った

先生は私を高く評価してくれた

⑨「水準、標準」

これは標準以上 以下 です

「ある基準を示した印 → 水準・標準」。

⑩「特色、特徴」

「ある人・物に刻みつけられた印 → 特徴・特色」。

政治家の特徴

⑪「的、標的、 努力・希望等の 目標、目的」

「目標として刻まれた印」ということ。

彼は的を狙った

私は的に的中させた、私は成功した

⑫《イディオム》

⑴ 「 弾丸が 的を外れた、見当違いの」

⑵ 「位置について」

スタートの合図。

⑶ 「成功する 名を成す 、目立つ」

「成功する 名を成す 」は とも言う。

次に が動詞として用いられると「印をつける」がその『核』のイメージとなり、

具体的には以下のような意味になります。

①「 ～に 印 跡 をつける」

「傷跡を残す」「汚点をつける」

牛に印をつけて所有を示す

道具に頭文字を入れる

②「 ～に 注意する、留意する、注目する」「 ～を 見守る」

「 忘れないように・あるいは大事なものとして ～に印をつける → ～に注意

注視 する、注目する」。

言われたことをよく注意すべきだ

我々は外交政策の新しい流れに注目 注視 している
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③「 ～を 表す、示す」

「印をつける → ～を印として残す → ～を示す、表す」。

それは新しい時代の到来を示した 幕開けとなった

④「 ～を 特色付ける、 ～の特徴を はっきりと示す、目立たせる」

「 ～を 記念する」「 ～を 祝う」

「目立つように印をつける → 特色付ける、目立たせる」。

「特別にある一日を際立たせる → 祝う、記念する」

今日の式典は我が校の 周年を記念するものです

その年は悲惨な事件によって特徴付けられた → 悲惨な事件が目立った

は形容詞化し、名詞の前に置かれて以下のような意味としても用いられます。

①「著しい」「明らかな」

著しい差異 変化

輸出量は著しく増加した

パーティーは明らかに成功だった

②「注意されている」「印 記号 を付けた」

よくカタカナ英語でも「マークされている人物」等と言ったりする。

注意人物

印のついたカード

この の副詞形が で「著しく、きわだって、明らかに」という意味

になります。

発音は  。同意語は 。

の『核』のイメージは「大きなかたまり」です。

そこから以下のような意味が生まれました。
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①「かたまり」

「集まり、集団」

雲のかたまり

パン生地 鉄 のかたまり

② ～ ～ 「多数の～、多量の～」

「大きなかたまりの → 多数の、多量の」。

手紙の山

たくさんの宝

③ 形容詞的に 「多量の、 集団の」

「大衆の」

大量殺人

④ 「大部分、主要部」

「ある物・集団の中の大きなかたまり → 大部分、主要部」。

日本人の大部分

⑤ 「 一般 大衆、勤労者層、庶民」

「社会の中の大きなかたまり → 一般大衆、勤労者層」。

エリート階級と一般大衆

⑥「大きさ、容積、かさ」

記念碑の巨大さに驚いた

動詞として用いられた場合「固まりになる → 集まる、群がる」という意味になりま

す。

人々はパレードを見ようと沿道に集まった

の『核』のイメージは「物質 に関わる 」です。

そこから以下のような意味が生まれました。
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①「物質」

「物」

「原料、材料」

「物質 → 一般的に 物 → 原料・材料」と発展する。

原料

建材

②「 洋服等の 生地」

「服地」

「洋服の材料 → 生地、服地」。

］ 服飾材料

③「 ～の 資料、データ」

「 本等の 題材」

「議論・研究や本を書くための材料 → 資料、データ、題材」。

私には君に反論する資料がある

詩の題材

教材

「教材」という意味では具体的に数えられるので可算名詞になる。

④「道具、用具」

「あるものを作るための材料 → 道具」。

裁縫用具

は形容詞としても使われます。その場合、以下のような意味になります。

①「物質の」

「物質的な」 ⇔

「具体的な」

物質文明

②「肉体上の」

「肉体的な、官能的な」

肉体的快楽

肉体上の必要物

具体的には「食物・衣服等」を指す。
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③「 ～にとって 重大な、大切な」

「 食物・衣服含めた 物 → 大切な」。

このデータは次回の議論にとって重要だ

彼は重大な証拠を持っている

の『核』のイメージは「 重量・価値として 重みのあるもの」です。

そこから以下のような意味が生まれました。

①「 現在問題になっている 事・事柄」「問題」

「 価値として 重みのあるもの → 重要な事・事柄 → 問題」。

母はいつも私事に干渉してくる

あなたに伝えたいいくつかの重要な問題があります

死活問題

金銭問題

どうしましたか。顔色が悪いですよ

別になんでもありません

このパソコンはどこか具合が悪い

② 「事態」「状況」

「今現在、価値として重みがあるもの →今話題となっている事 → 現在の 事

態・状況」。

事情は日本では異なります

彼女は事態を軽く 深刻に 考えがちだ
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③ 主に否定文・疑問文で 「重要性」

「 価値として 重みのあること → 重要性」。

どっちが勝っても負けても私には大したことではない

④「物質」 ⇔ 精神

「材料、物、要素、成分」

「～質、～体、～素」 修飾語を前に伴う。

「 実体として 重みのあるもの → 物質」。

物質とエネルギーが宇宙を構成する

異物

⑤《イディオム》

⑴ 「当然、もちろん」

⑵ 「実際のところ、実は」

⑶ 「更に悪いことには」

は動詞としても用いられ、その場合「 価値・重要度において 重みがある →

重要だ」「問題だ」という意味になります。通例 や 等を主語にとり、また

疑問文・否定文・条件文で用いられることが多いのが特徴です。

彼が来るかどうかは私にはどうでもいい

彼が何をするかは大したことではない

重要なことは君が自分の義務を果たすかどうかだ

の『核』のイメージは「意味する」「心の中で本気でそう しようと 思う・意
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図している」です。

そこから以下のような意味が生まれました。

① 名･ ･ 節 「 物・事・言葉等が～を 意味する、表す」

この語はどういう意味ですか

入るな。君のことを言っているのだ

そんなことをすれば危険を冒すことになる

② 「 言葉等を ～のつもりで言う、意図する、～を指して言う・言お

うとする」

「 ～を 本気で言う」

「心の中で本気でそう しようと 思って言う、それを口に出す」ということ。

どんなつもりでそんなことを言うのか

「文句あるのか」というニュアンスを含むことが多い。

つまり 彼は助けて欲しいと あなたに 言っているのです

私は それを 本気で言っているのです

これはほんの冗談のつもりだった

③ 原形 ～ 「 本気で ～するつもりである」 原形 ～

原形 ～ 「Ｏに～させる してもらう つもりである」

原形 ～

「Ｓは～するためのものだ、～することを意図されている」

あなたをお訪ねするつもりでしたができませんでした

その批評は彼を傷つけるのが目的だった

④ 「ＡをＢに与えるつもりである」

「本気でＢのためにＡを意図している」ということ。

この贈物はあなたに差し上げたいのです

⑤ 通例
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⑴「 人が～になる 運命である」

「神・運命によって～することを意図されて 運命付けられて いる」という

こと。

二人は運命によって結びつけられていた

「彼らは運命によって互いに向かい合うことを意図されていた」とい

うこと。

⑵「 物が～であることを 意図されている」

「人によって～されることを意図されている」ということ。

この絵は彼を描いたつもりですか

この本は子ども向けだ

⑥ 程度 人 「ＢにとってＡの重要性を持つ」

「意味する → 意味がある → 重要である・重要性を持つ」。

彼にとって名声は非常に大事だ

彼女にとってはお金がすべてだ お金などどうでもよい

それから は形容詞・名詞になると「中間 の ・並 の 」がその『核』のイメー

ジになります。

まず形容詞についてです。

我々は中間的 中道的 な立場を取った

月平均降雨量

「中間の → 並の → 平均の」。

更に形容詞の は「並の → どこにでもある → 大したことはない → 質・

程度が 劣った、 身形・外見が みすぼらしい」と意味が派生しました。

頭の悪い人

知能の優れた少年

 で「優れた」「かなりの」という意味になる。

低い生まれの男
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貧民街、裏町

みすぼらしい姿の女

またそこから更に転じて「 人間的に 劣った → 性格等が 卑しい、はずべき、卑劣

な、意地の悪い、けちな」という意味にもなります。

彼女は僕に意地悪をする

私にそんないやがらせをしないでくれ

卑劣なやつ

何と下劣なことをやるんだろう

彼らは彼を軽べつしている

彼女は金銭にきたない

名詞の場合、まず「中間」という意味があります。

両極端の中間 中道 を求めた

そして名詞の は となると以下のような意味になります。

①「手段、方法」

単数形、複数形共に 。

②「 生活の手段としての 財産、資力、収入」

常に複数扱い。

これらは一見全く無関係のように見えますが、よく考えれば両者共に、手に入れたい

と思う際に「その 手に入れたい 目標・目的物と自分との中間にある 介在する もの、

仲介するもの」ですね。ここに「中間」という『核』のイメージが生きているわけで

す。そしてよく考えれば、「財産」というのも、生活をするための「手段」でもあり

ますね。

その動物を捕える方法がない

ことわざ。

目的は手段を正当化する、目的のためには手段を選ばず

ブラウン氏はかなりの資産家だ

収入以上 収入相応 の生活をしてはいけない
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新車を購入するだけのお金はない

最後に「手段、方法」という意味の を用いたイディオムを紹介しておきまし

ょう。

①

⑴「必ず、ぜひとも」

ぜひその小説を読むべきだ

君の友達のジムをぜひ昼食に連れて来なさい

 で「あらゆる方法によって」といった意味も

あるので注意。

⑵「ぜひどうぞ」「もちろんですとも」

承諾の返事。

お訪ねしてよろしいですか

ぜひどうぞ

②

⑴「どうにかして」

何とかして彼女と結婚したい

⑵ 否定文で 「どうしても～ない」

両親は私の外国留学の願いをどうしても聞き入れてくれなかった

③ 「Ａによって」「Ａを用いて」

哺乳類は肺で呼吸する

メアリーは映写機を使ってカラースライドを見せてくれた

④ 「決して～ し ない」 ～

～

外国語に熟達するのは決して容易でない

最後にもう一つだけ、「～を意味する」という動詞の について補足事項を説明
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しておきましょう。まずこの英文ですが訳せますか

ちなみに は「消化」。 は「栄養」です。「悪い消化は悪い栄養を

意味する」ではなんともさまになりませんね。実は という動詞はその主語が

「物事」を表す名詞だった場合、

「Ｓ＝原因」

「Ｏ＝結果」

Ｓ Ｏ
原因 結果

の意味関係になることがあるのです。その場合 特に直訳で訳しづらい場合 には「Ｓ

が原因となってＯが生じる 起こる 」などという訳をしてみるといいでしょう。上の

英文でも

「消化不良＝原因」

「栄養不良＝結果」

という意味関係が成立しており、

「消化不良が原因となって栄養不良が生じる」

でうまく訳せてしまいます。他に例文をいくつかあげてみましょう。

これは干ばつの前兆の可能性がある

上の英文は「これが原因となって 結果として）干ばつが起こる可能性がある」とい

う意味だと分かります。

このボーナスが入ったのでフロリダへ旅行できる

上の英文は「このボーナスが原因となって、 結果として 私達はフロリダ旅行ができ

る」という意味だと分かります。

ただ場合によっては「Ｓ＝Ｏ」の意味関係になることもありますから注意は必要です。

－１０９－

『核』のイメージ 増補編



彼らにとって金は何より重要である

上の英文では「 ＝ 」です。高校時代の文型の授業で、「ＳＶＯは

Ｓ≠Ｏ の意味関係になる」と習いましたが、この意味の はその例外と言える

でしょう。

彼女は彼にとってすべてだ

上の英文では「 ＝ 」です。

＆

の『核』のイメージは「一つにする なる 」です。

元々「水の中に飛び込んで潜る」が の語源で とよく似ています。ある

ものに飛び込んでもぐり込んだ結果として、「あるものと一つになる」わけです。

他動詞の場合は「 別々のもの同士を 一つにする」となる。

① 「ＡはＢと１つになる」「ＡはＢに溶け込む、同化す

る」

私は好奇心のために恐怖を忘れた

彼女の悲しみはしだいに怒りに変わっていった

②「 ２つの会社 を合併する、統合する」

彼らは２つの支店を合併することに決めた

この に、接頭辞の が付いたのが です。 は「外に」という意味

を表します。つまり は 水の中に飛び込む の逆。「 水の中から 外

に飛び出す → 外に出てくる → 現れる」というなるわけです。

①「 暗所・低所等から 現れる、出てくる」

飛行機が雲の陰から姿を現した
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②「 新事実等が～から 明らかになる」「 問題等が～から わかる」

Ｓ Ｖ～ 「～ということが明らかになる」

その調査からは何も新しい手がかりが得られなかった

その政治家がわいろを受け取っていたことが明らかになった

この の親戚が という名詞で、「突然現れたもの → 突発事件、

緊急 非常 事態」という意味になります。

ちなみに の直接の名詞形は で「出現、発生」。

万一の場合にはベルを鳴らして下さい

政府は非常事態を宣言した

非常口

の『核』のイメージは「考え る 、記憶 する 、意図 する 」です。

この『核』のイメージからもわかるように は とはちょっと違います。

は 肉体 に対する語で、人間の思考・感情・意志の働きをつかさどる部分

を指し、中でも特に「思考・理解・記憶」等、知性的な部分を強調します。ですから

「知性、知能」といった意味も にはあるのです。

彼は知能が低い

それに対し は「心臓」が語源で、特に「情」を強調します。

彼女は心が優しい

ついでに 、 についても見ておくと、 は肉体を離れても存在すると

考えられる「霊 魂 」のことです。

もちろん が「精神 力 」「気迫」「熱情」「真髄」といった意味になるこ

ともある。
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死者たちの霊

は とほぼ同じ意味ですが、 よりいっそう肉体からの独立を強調し

た語と言えます。肉体を持たない「精神」にも用います。

もちろん で「気力」「気迫」「気分」といった意味になることもある。

法の精神

森の霊

では『核』のイメージから発展した の様々な意味についてまとめてみましょう。

①「 意識・思考・意志・感情の座としての 心、 精神」 ⇔

彼女は心の平安を求めていた

どうか心を落ち着けて下さい

健全なる身体に健全なる精神 を

ことわざ。特に教育の理想として掲げられる。

「ものの考え方 感じ方 」「気質」

気分

彼は論理的にものを考えることができる

十人十色 ことわざ。

②「知力、知性」「思考力」

⇔

彼は知性のある人です

彼の言ったことは私には理解できない

あなたの良い頭を 道徳的に 正しく使いなさい

③ 通例 「意見、意向、考え」「本心、願望」「好み」

考えを変えてみた方がいい

私は彼の心を読み取った

世論

「注意、関心」

彼の関心は野球だ

④「記憶 力 」「回想」
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人の記憶にないほど 大昔から

彼はその事件を努めて忘れようとしている

彼のことが忘れられない

⑤「正気」「平静、理性」

放心 平静

目覚めて気分がはっきりする、正気にかえる

彼女は頭が変だ

⑥「 知性面からみた 人、 特に 優れた頭脳の持ち主」

集合的に 一般の人々

人それぞれに考えが違う

その作家は現代一流の知性人である

次に動詞の です。

① 通例命令文で 「 人・物・事に 注意を払う、用心する」

「 人の話・忠告等を 注意して聞く、に従う」

！ 足元に気をつけて！

いいかい、問いは必ず２度読むんだよ

 は「いいかい。よく聞きなさいよ」という意味。

ご両親の言うことをよく聞きなさい

② 通例否定･疑問文で 「 ～を いやだと思っている、気にする」

「 人が～するのを いやだと思う」

あなたがタバコをすってもいっこうにかまいません

大学生活はどうだい
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まあ気に入っているんだが、費用が気になるよ

たばこをすってもいいですか

そのことは気にしません

また で、いらだちを示して「やめてくれませんか」という意味になる

こともあります。

最後に を用いたイディオム や決まり文句的なもの をまとめておきましょう。

① 「よかったら、差し支えなければ」

差し支えなかったら私にやらせてください

② 「余計な口出しをしない」

彼女は手紙で何と言ってるんだい

余計なお世話だ

③ 「いいか、よく聞けよ」

いいかい、ぼくはあんな場所には１度として行ったことがないんだ

④ 「気にするな」「どうってことはない」

 とは言わないので注意。

ペンをなくしちゃった

気にするな、新しいのを買ってやるよ

⑤○○ 「○○の気質の な考え方をする 」

「○○に関心のある」 ○○

心の 高潔な

邪悪な心の

伝統的な考え方をする日本人

あけっぴろげな態度

機械いじりの好きな

政治志向の

車に夢中の人
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の『核』のイメージは「大切に世話する 育てる 」です。

語源は「乳母」。 は「乳を与える」という意味がある。 も同語源で

「乳を与える → 育てる、栄養を与える」となった。

カタカナ英語で「ナース」と言えば「看護士」のことですが、看護士とは「病院で患

者を世話する人」ですね。

看護婦を呼びましょうか

もちろん「乳母」「保母」「保育士」という意味も にはあります。

母親に代わって乳を飲ませる養育従事者は 。それ以外の保母や子守り

専業の女性は と言う。

その赤ん坊は乳母に預けられている

は動詞として用いられると

「 ～を 看護する、看病する」

「 赤ん坊に 乳をやる、授乳する」

「 幼児の 世話をする」

という意味でまず用いられます。

その母親は自宅で病気の息子を看護した

風邪をお大事に

彼女は今赤ん坊にお乳をやっています

また「大切に育てる」から、以下のような意味にも派生します。

「 人・物・才能等を 大事に育てる」

「 ～の 面倒を見る」

「 ～を 大事に使う」

彼は苗木を育てている

暖炉の火が消えないように注意しなさい
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村人達は水の蓄えを大事に 少しずつ 使った

また赤ん坊の世話をすれば、当然赤ん坊を抱きますね。そこから比喩的に「 恨み・

憎しみ・希望・愛情・考え等を 心に抱く」という意味も には生まれました。

彼女は彼に対する愛 怒り を心にずっと抱いていた

彼は長い間その計画を心の中に持っていた

の『核』のイメージは「～を傷つけること」です。

そこから「人の気持ちを傷つけること → 人の 気持を害する事 物 」更に「無礼、

侮辱、いやがらせ、立腹」という意味が生まれました。

これは耳 目 ざわりな物だ

悪気はなかったのです

何かお気に障ることをしましたらどうぞお許しください

私が言ったことで彼女は気を悪くした

彼はつまらない事にすぐに立腹する

はまた「人を傷つける行為 → 攻撃」という意味にもなります。

攻撃は最大の防御なり

攻撃兵器

政治的攻撃

スポーツ用語でも「攻撃陣」のことを「オフェンス」と言いますね 英語でも

と言う。ちなみに「守備陣」は 。

また「法・決まりを傷つける行為 → 罪、違反、反則」という意味でも用いられます。

死罪
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民事 刑事 犯

交通違反

彼は法律に違反した

この の動詞形が で「 ～の感情を 傷つける、怒らせる」「 ～に

不快感を与える」「 法・罪を 犯す、 ～に そむく」という意味になります。

キムは彼の言葉にひどく腹を立てていた

あのぎらぎらした色は目障りだ

初犯者たちは罰せられなかった

それは彼の主義に反していた

の『核』のイメージは「一度、一回」です。

そこから以下のような意味が生まれました。

まず副詞の です。

①「一回、一度」

ヨーロッパへ１度行ったことがある

②「かつて」

彼は以前ニューヨークに住んでいた

⒈この意味では主に肯定文で過去の動詞と共に用いる。疑問文・条件文での

「かつて」の意味は で表す。

パンダを見たことがありますか

⒉この意味では 動詞を除いて普通、動詞の前または文頭に置かれる。

動詞よりあとに置かれると「１度」「１回」の意になることが多い。

私はそれを１度読んだことがある

③《イディオム》

⑴ 「一度だけでなく、何回も」
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⑵ 「もう一度」

⑶ 「二、三度」

「何回か」

⑷ 「 これを最後に きっぱりと」

彼女はきっぱりとその企てをあきらめた

⑸ 「ときどき」

次に名詞の です。

①「一回、一度」

私には１度で十分だ

②《イディオム》

⑴

⒈「すぐに」

⒉「一斉に、同時に」

！ みんな一度に話すな

⑵ 「突然、だしぬけに」

⑶ 「今度だけは」

今度だけは見のがしてください

最後に接続詞の です。接続詞の は「ひとたび～すると」という意味にな

ります。

接続詞の場合、「 Ｓ＋Ｖ～ Ｓ Ｖ…」「Ｓ Ｖ～ Ｓ Ｖ…」と、２つの

「Ｓ Ｖ」をつなぐ構造になるのが特徴です。

彼女はいったん眠りについてしまったら７時前には決して目を覚まさない
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の『核』のイメージは「 」です。

ただし、 と共に用いる には「方法」以外に「点」という意味もある。

を「さもなければ」という意味だと覚えている人は多いと思います。

この英文ならそれでもカンタンに訳せますね。

急ぎなさい。さもないと学校に遅刻しますよ

しかしこの英文はどうでしょう。

この英文、「ジュディはさもなければ考えた」では全く意味不明ですね。こんなとき

に『核』のイメージが役立つのです。

上で述べたように 副詞の の『核』のイメージは「

」で、具体的には以下のような意味として整理すべきなのです。

①「他 別 の方法で、違ったふうに」

 方法 で言い換えられる 。

彼女はそうは考えなかった

※「ジュディは違ったふうに 別のやり方で 考えた」ということ。

君は他の方法ですべきだったのに

あなたも両親がしたようにするほかなかっただろう

※ で「Ａとは違った方法で は 」。

②「その他の点で は 」

 点 で言い換えられる 。

ナンシーは顔にそばかすがあるがその他の点ではとてもかわいい子だ

寝室がちょっと狭いが、それを別にすればこの家は満足できる
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引退後、彼女はその他の点では幸せで平穏無事な田舎暮しをしていた

には形容詞としての用法もあります。その場合 とほぼ同じ意

味と考えればいいでしょう。

世の中には、賢い人もいればそうでない人もいる

の『核』のイメージは「 一 部分」です。

ただ「 一 部分」という意味は ではおなじみで、以下の の例文は理解し

やすいはずです。

母はケーキを３つに分けた

その国の国民の大部分は農業に従事している

その橋の一部分だけが地震で破壊された

客が一部到着した

音楽は彼の生活の不可分な要素だった

上例のように「重要な一部 → 不可欠な要素」という意味になることもあ

る。

「ある国 土地 の一部 → ある国の一 地域、地方、地区」という意味になることも

あります。

私はこのあたりは不案内だ

アメリカのどの地方のご出身ですか

はこれ以外に「役割」「関係、関与」「側」「部品」といった意味にもなりま

す。

ただ「役割」「部品」といった意味については「重要なパートを演じる」「パー

－１２０－

『核』のイメージ 増補編



ツを組み立てる」等といったカタカナ英語から類推は容易だ。

彼は自己の本分を尽くそうとした

彼はその会社で重要な役割を果たしている

その計画にはかかわりたくない

どちらの側も調停に合意しなかった

自動車部品

私としてはその計画に異存ありません

 で「～ の方 としては」。

動詞の は自動詞の場合「 全体から分かれて 部分になる → 別れる、割れる」

となります。他動詞の場合「 全体から分けて 部分にする → 分ける、切断する」と

なります。

警官は群衆をかき分けた

彼女は髪をまん中で分けている

彼らは門のところで別れた

私は古い自転車を手放した

 物 で「Ａを手放す」。

私は友達とけんか別れをした

 人 で「Ａと別れる」。

の『核』のイメージは「過ぎ去った」です。

は形容詞、名詞、前置詞、副詞と多様な品詞になる語です。整理してみましょ

う。

まず形容詞の 。

過去の出来事

「過ぎ去った → 過去の」。

冬が去って春が来た
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今までの １週間

前市長

「過ぎ去った → 前の → 前任の、元の」。

次に名詞の 。「過ぎ去ったこと もの → 過去」という意味が基本です。

過去の遺物、時代遅れの物 人

過ぎ去ったことは取り戻せない

ローマには輝かしい歴史がある

「過去のこと → 過去の 歴史」。

昔は家は石造りであった

「過去 → 昔」。

最後に前置詞と副詞の です。「～を過ぎて 越えて 」「～のそばを通りすぎ

て」「 範囲・能力・程度等を 過ぎて → ～を越えて、及ばない」といった意味があ

ります。前置詞と副詞の違いは、後ろに 自身の 目的語になれる名詞があれば前置詞、

無ければ副詞と見るといいでしょう。

中年過ぎの女性

彼女は 歳を越している

７時５分過ぎだ

 の代わりに を用いてもいい。ちなみに を省略できる

のは のときだけ。

銀行は右手にあります。ちょうど花屋を通り過ぎたところです

彼の行為は理解できない

彼女は回復の見込みがない

彼は車が走り過ぎて行くのを見ていた

その数年 年月 は飛ぶように過ぎ去った

の『核』のイメージは「自然の」です。

そこから以下のような意味が生まれました。
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①「身体の、肉体の」 ⇔

「人間にとっての最も身近な自然の → 肉体の、身体の」。

ちなみに は「 特に男の 体格」。

肉体美

体力

肉体労働

②「物理学の」「物理的な」「自然科学の」「自然法則の」

物理象学

物理的現象

③「物質の」「自然の」

⇔

物質界

余談ですが 医者 と 物理学者 を混同しないようにしましょ

う。ちなみに は「物理学」です。

の『核』のイメージは「絵 描かれたもの 」です。

そこから以下のような意味が生まれました。特に◎のついた意味はしっかり覚えてお

きましょう。

①「絵」

②「写真」

③「映画」

④「 鏡・水面に写った 像」「 レンズを通して結ばれた 映像」

池に映った影

音と映像

◎⑤「 テレビ・映画の 画面、画質」
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このアンテナを屋根につけると画面がはっきりするでしょう

◎⑥「イメージ、姿、理解、合点」

コンピュータコーパスが今の英語の正確な姿を提示するのに役立っています

彼は事件の生き生きと描写してくれた

よくわかったよ

◎⑦ 「状況、事態、全体像」

コンピュータが産業の様相 状況 を変えた

⑧ 「 ある性質・状態を 具現したもの」

「模範」

「生き写し」

父は健康そのものです

彼は教師の鑑だ

には動詞としての用法もあり、以下のような意味になります。

①「 ～を 絵 写真など で表す」「～を描く」

彼はその仕組みを図解してくれた

彼はギターを弾く男性として絵にかかれていた

②「 人・物・事を～だと 心に描く」

 よりも「ありありと目に浮べる」といったニュアンスになる。

女装している彼を想像してごらん

③「 ～を ありありと描写する」

その作家は戦争の惨状をありありと描写した

④「 小説・事件等を 映画化する」
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の『核』のイメージは「平らでごてごてしていない」です。

「平らでごてごてしていない → ①簡素 質素 な

② 人・容貌・衣服が 飾り気のない、地味な

平凡な

③ 食べものが あっさりした、味のついていない 」

という意味になります。

両親は質素な生活をしている

彼女はいつも地味な服を着ている

無地の布

私はあっさりした食物が好きだ

彼は飾らない人間だ

ときに「平凡な、不器用な」という悪い意味で用いることもある。

私がパーティで会った女性はあまりきれいではなかった

また「話・物事・表現が平坦でごてごてしていない → ①明らかな、明白な

②簡単な、わかりやすい

③率直な 」

という意味にもなります。

これは明白な事実です

彼が我々にウソをついたことは明白だ

どうかはっきりしゃべってください

上例のように、 が「はっきりと」という意味の副詞として用いられる

こともある。
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その外人は簡単な英語で彼女に話しかけた

率直に言って、あなたには同意できません

更に はここから比喩的に強調の意味で用いられ、「全くの、徹底した」とい

った意味にもなります。

全くの愚かさ

彼の行動はまったくの親切心から出たことだった

の『核』のイメージは「植え 付け る」です。

まず と言えば「植物」「草木」「作物」がおなじみですが、これは「植えら

れたもの」ということですね。

熱帯 野生 植物

ジャガイモの苗

それからカタカナ英語でも「化学プラント」等と言うように には「工場 設

備 」という意味があります。これは「人によって植えられた 設置・配置された も

の」ということです。

自動車工場

発電所

次に動詞の ですが、『核』のイメージ通りの「 ～を 植える」あるいは「 種

を 蒔く」という意味があります。

春は野菜の種をまくのに一番よい季節です

彼は庭にチューリップを植えた

植物以外にも「魚」「思想・観念」等が目的語にとられることがあります。

「魚」の場合「 ～を 放流 養殖 する」と訳す。
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先生は生徒達の心に新しい思想を植え付けた

彼らは毎年川にサケの稚魚を放流する

また は、比喩的に「 ～を 据えつける、配置 設置 する、仕掛ける」「 ～

を 突き 立てる」「 打撃を 加える」といった意味に派生します。

テロリストは橋に爆弾を仕掛けた

彼は地面にしっかりと立っていた

その客はいすにどっかと座った

強盗は床にナイフを突き立てた

やつの鼻に一発見舞ってやった

それから は 別の場所に 植物・臓器等を植え付ける で

「 植物・臓器等を 移植する」という意味になります。

彼女はその花を鉢から庭に植え換えた

その医師は患者の細胞に遺伝子を移植した

「人」「思想」「制度」等を目的語に取ることもあります。

彼は家族をドイツへ移住させた

彼らは自分達の人種差別的な考え方をオーストラリアに移植させた

多くの制度がヨーロッパから日本に移植された

の『核』のイメージは「確定 断定 的な」です。
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そこから以下のような意味が生まれました。

①「積極的な」「前向きな」「楽観的な」「肯定的な」

「断定的な → 迷い 躊躇 がない → 積極的な、前向きな」。

人生にもっと積極的になりなさい

肯定的な答え 返事

②「明確な、確かな」「はっきりした」

「確定的な → 確かな」。

確かな証拠

③「自信のある」「確信した」「独断的な」

「断定するような → 自信のある、確信した」。

私は成功する自信がある

彼は独断的な人間だ

確かかい

もちろん

上例のように、会話などで「承諾」を表し、 の意味で

が使われることがある。

④「全くの」「完全な」「絶対的な」 ⇔

「確定的な → 完全な」。

大ばか者

大損害

の『核』のイメージは「大きな力を持っている」です。

「 強意 強い 」が語源。

そこから以下のような意味が生まれました。

①「 物事が 広く行き渡っている、普及している、流行している」
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悪性の風邪が全国ではやっている

田舎では旧正月が行われている

②「 ～に まさる、うち勝つ」

「 ～より 優勢である、支配的である」

「 ～より 大きな力を持っている → ～に まさる、 ～より 優勢だ」。

善はいずれ勝つ

我々は敵に勝った

協調のムードがみなぎっていた

③ 人 原形 ～ 「～するようにＡを説き伏せる」

「大きな力をもってＡが～する方向に仕向ける」ということ。

私はもう少し居るように彼を説得した

の『核』のイメージは「準備が出来ている」です。

は「形容詞」「動詞」「名詞」「副詞」等の品詞がありますが、よく使われ

るのは形容詞と動詞の です。

まず形容詞から見ていきましょう。以下の意味は『核』のイメージから容易に類推で

きると思います。

①「迅速な、敏速な」「即座の、即時の」

「 商品が 即時引渡しの」

「準備が出来ている → 即座 すぐ に～できる」。

問題の敏速な解決

即答

彼らは即金で払ってくれた

② 「てきぱきしている」

原形 ～ 「すぐ～する、～するのが速い」
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「準備が出来ている → すぐ 素早く ～できる、てきぱきできる」。

彼女は仕事が速い

彼はすぐ言うことを聞く

次に動詞の です。

①「 ～を 刺激する、励ます」

「 行動・考え・感情等を 起こさせる、促す、誘発させる」

人 原形 ～ 「Ｏが～するよう促す」

「～する 準備が出来た 方向に仕向ける、促す」ということ。

好奇心に駆られたのです

どんな考えからそんなバカなことをしでかしたのか

そういうことが元となって私はその結論に達した

何が原因で彼女は辞めることにしたのだろう

②「 言葉に詰まった人にきっかけの言葉を示して 助け船を出す」

「 役者に忘れたセリフを舞台袖から 教える」

「セリフ、言葉が出るよう準備をさせる → 促す、教える」ということ。

の『核』のイメージは「前もって見る・予見する」です。

「 前もって 見る 」が語源。

の意味の大きなところは「 ～に 備える、準備する」「 ～を 供給する、与

える」「 ～の 世話をする」「 ～を 規定する」ですが、これは

「前もって予見する → 様々な状況に 備える、準備をする」

「前もって予見する → 物を備える → 物を 供給する」

「前もって不測の事態を予見する → 何かあったら ～の面倒を見る、世話をする」

「前もって不測の事態を予見する → 様々事態を想定し ～を規定する、定める」
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となったと見るといいでしょう。では具体的に見ていくことにしましょう。

①「 必要なものを 供給 提供 する、与える、準備する」

その大きな木が雨宿りの場所となった

彼らの庭から新鮮な野菜がとれた

② 人 物 「ＡにＢを与える、供給 提供 する」

物 人 「 〃 」

私たちはその孤児らに食料を与えた

 が省略され、「ＳＶ 」になることもある。

その家には現代の便利な設備すべてを備えてある

③ Ｓ Ｖ～ 「～と規定する」

その契約書によれば家賃は月末に払うことになっている

書類はペン書きのことと規定されている

④ 「Ａ 将来起こること に備える、準備する」

未来の出来事・安全等への準備の時は 、攻撃・不足等の非常時に備える時

は を用いる。

まさかの時に備えておかねばならない

⑤ 「Ａを扶養する」

「Ａに生活の必要物を供給する」

その夫婦は養うべき４人の子供がいた

その老夫婦は生活に不自由していない 困っている
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なお の重要な語法として Ｓ Ｖ～ で「もし

～なら」というものがあります。

もし暗くならないうちに帰るならそこに行ってもよろしい

これは 「～を規定する」という を用いた英文の 分詞構文で、元々以下の

ような英文だったと見るといいでしょう

これが分詞構文となり が省かれたと見るといいでしょう

～ の場合、 が省かれ、 が となる 。

の『核』のイメージは「見積もる」です。

そこから以下のような意味が生まれました。

まずは名詞の です。

①「割合、率」

日本ではガンによる高い死亡率が非常に高い

低い出生率

利率

②「料金、値段」

ホテルの料金

安い料金でこの携帯を買った

この手紙の料金はいくらですか

③「速度、速さ」

「 仕事等の 進度」

彼は一定の速度で運転した
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④ 序数詞を伴って 「等級、格」

彼はよく一流のレストランに出かける

「一流のレストラン」は でも可。

⑤《イディオム》

⑴

⒈「とにかく、どんなことがあっても」

委員会はとにかく原因を調べるべきだ

⒉「少なくとも」

彼は成功しなかったかもしれないが、少なくとも努力はした

⑵ 「Ａの割合で」「Ａの速度で」

その飛行機は時速 マイルの速度で飛行した

次に動詞の です。

①「 ～を…だと 評価する、見積もる」

私はその映画を あまり高く 評価しない

彼らはその家を８万ドル の価値がある と評価した

夫としてご自分に何点ぐらいつけますか

②「 ～に 値する、 ～だけの 価値がある」

彼は昇進する価値があると思う

その事件は新聞に載るほどのことではない

③ Ｃ 形 「Ｃと評価される、みなされる」

彼の演技は大変高く評価された
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の『核』のイメージは「修復して一つにする」です。

そこから以下のような意味が生まれました。

①「 ～を…と 和解させる」「 争いを 調停する」

「関係を修復して一つにする」。

彼は奥さんと仲直りした

彼と彼の友人とを仲直りさせた

彼はけんかの調停をした

②「 ～を 調和させる」「 ～と 一致させる」

「 相いれない 両者を一つにする」。

言葉と行動を一致させるのは常に難しい

理想と現実をどうすれば一致させられるのだろうか

③ 「Ａに甘んじる」

「Ａと 自分が 一つになる → Ａであることを受け入れる」。

彼女は自分の運命に甘んじた

彼はその地位を甘んじて受けいれた

の『核』のイメージは「～を取り除いてやる」です。

「～」は「責任・任務・重荷・苦痛・心配・退屈・単調さ・痛み」等といった負

マイナス の要素。

そこから以下のような意味が生まれました。

① 人 責任･重荷･苦痛 「ＡからＢをとり除いてやる、免除 解放 してや
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る」

その薬のおかげで彼女の激痛は治まった

彼女の笑顔の冗談で部屋の緊張がほぐれた

上例のように 人 は省かれることもある。

②「 人を 安心させる、ほっとさせる、楽にする」

「人の不安・悩みを取り除いてやる」。

彼はそのニュースを聞けば安心するだろう

私はそれを聞いて安心した

どんな言葉も彼の心を慰めることはできない

彼女は 泣いたりわめいたりして うっぷんを晴らした

③「 困窮者を 救助する」「 被災地区等に 救援物資を送る」

「 包囲された町等を 救援する」

「困窮・困難・不足・敵を取り除いてやる」。

自衛隊は水害のあとでその地区へ救援物資を送った

④「交替する、交替して 人を 休ませる」

「任務を取り除いていてやる」。

職員は２時間で交替になる

⑤「 ～を もっと面白くする」

「退屈・単調さを取り除いてやる」。

我々はテレビを見て退屈な夕べを楽しくした
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の『核』のイメージは「完全に解ける 解かす 」です。

「 完全に 解決する 」が語源。

そこから以下のような意味が生まれました。

①「 ～しようと 決意 決議 する」

「 ～しようと 決心している」

「迷いが完全に解ける → ～しようと決める、決意 心 する」。

彼は酒をやめようと決意した

何があってもあとには引くまいと彼女は決意した

いつ始めるか決心はついている

私は教師になろうと堅く決心した

議会はその法案を採択することを決議した

彼はその土地を買おうと決心した

②「 問題・困難等を 解決する、解く」

「 疑い等を 晴らす」

「問題・困難・疑いを完全に解かす → 解く、晴らす」。

彼らはその問題を解く事ができた

いっさいの疑いが晴れた

③「 ～を…に 分解する、溶解する」

「～を完全に解かす → 分解する、溶解する」。

その実験では、その化合物は４つの要素に分解した

水は酸素と水素に分解できる

この は名詞としても用いられ、その場合「決心、決意」「不屈の意思」と

いった意味になります。

彼はもっと一生懸命働く決心をした
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彼は不屈の人

の『核』のイメージは「いざというときに頼りになるもの」です。

そこから には、以下のような意味が生まれます。

 となることが多い。

①「資源、財源」「資産」

日本は天然資源に恵まれていない

彼らは財源を使い果たしてしまった

エネルギー資源

人的資源、人材

彼は孤独に打ち勝つ精神力を持っている

上例のように「個人の内面的な資産 → 資質」という意味にもなる。

②「 いざという時の 手段、方策、頼みの綱」

我々は借金する以外手だてがない

最後の手段として

万策尽きて、思い余って

③「 教授用などの 資料」

資料室、教材室

④「機知、臨機の才」

「いざというときに解決策を考え出す 頼りになる 能力」ということ。

形容詞形は で、「 人が 機略に富んだ」「いざというときに解決

策を考え出す能力のある」という意味になる。

機略縦横の人、やり手
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⑤「慰め」「憂さ晴らし」「退屈しのぎ」

「退屈なときに頼りになるもの」ということ。

読書は私の退屈しのぎ 娯楽 のひとつです

無趣味の人

の語源は「 振り返って後ろを 見る 」ですが、「わざわざ振り返

ってまで見る」のはそれが 自分にとって 大切なものだからです。そこから『核』の

イメージとして「大切なもの 価値あるもの として～を見る」と覚えておくといいで

しょう。

そこから以下のような意味が生まれます。

①「～を尊敬する」

「 人・行動等を 大切なものとして見る → 尊敬する」。

私は両親を尊敬している

私は彼の正直さ 寛容さ を尊敬している

②「～を尊重する、重んじる」

「～を考慮する、～に注意する」

「～を大事にする」

「 規則・道徳等を 守る」

「 気持ち・意思・権利・規則等を 大切なものとして見る → 尊重する、大事

にする、守る」。

我々は他の人の権利 気持ち を尊重すべきだ

君は約束を守った方がいい

は名詞としても用いられ、以下のような意味になります。

「尊敬、敬意」「尊重、考慮、重視」という意味では「～に対する」という意味

で を 自身の後ろに 取る。また「点」という意味では、「～における」
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「～で」という意味で を 自身の前に 取る。

①「尊敬、敬意」

私たちは上司 担任の先生 を尊敬しています

②「尊重、考慮、重視」

交通規則を尊重しなければいけません

③「点」

「大切なもの 価値あるもの として～を見る」ことは、その対象に視点を向

ける 焦点をあてる こと。そこから「点」という意味が生まれる。

この その 点で

いくつかの 多くの 点で

この点で彼女の話は彼の話と食い違っている

④「関係 連 」

あるものを尊重して見ることは、そのものと関わりを持つことに通じ、「関係

連 」という意味が生まれた。ただこの意味では は以下の表現に限

られると言っていい。

⒈ 「Ａと関係がある」

これらの発言は彼の提案に関係がある

⒉ 「Ａに関して」「Ａに関連して」

お申し越しの件、遺憾ながら応じかねます

の形容詞形として がありますが、

なかなか意味の区別が難しいですね。実は接尾辞についての知識も利用して、こんな

ふうにこれらの語は覚えるといいのです。

まず ですが、 は「～でいっぱいの」という意味の接尾辞。つまり

－１３９－

『核』のイメージ 増補編



は「尊敬する気持ちがいっぱいこもった → ～に対して 丁寧な、敬意

を払う」となるわけです。

彼は上司に対して丁重だ

我々は伝統を重んずるべきである

の場合、 という接尾辞は、動詞に付くと「～されうる」と

いう受け身の意味を持ちます。つまり は「 人から 尊敬されうるよう

な → 立派な、ちゃんとした、きちんとした、相当な」となるわけです。

彼は立派な市民だ

彼はきちんとした服装でパーティーにやってきた

かなり高い値段

の場合、 は「～に関する」という意味の接尾辞。そしてこの場合の

は「点」を表します。つまり は「一点一点に関する → それぞ

れの」となるわけです。

客はそれぞれの部屋へ行った

先生は学生のそれぞれの能力に応じて評点をつける

このような覚え方は、他にも の覚え方で役に立ちます。

は、 が「考慮する」。そして という動詞に付い

た は「～されうる」。つまり は「考慮されうるような、考慮

に値すべき → かなりの、相当な」となるわけです。

かなりの距離 収入

相当数の人

多額の金

の場合、 は「～に満ちた」という意味の接尾辞。つまり

は「 人を 考慮する気持ちに満ちた → 思いやりのある、思慮深い」と

なるわけです。

彼は他人に思いやりがある
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そんなことを言って下さるとはあなたはとても思いやりがある方だ

よく英単語集等には「 は『部屋』以外に『空間』『余地』という意味がある」

といったことが書かれていますが、実際には「空間」「余地」という意味の方が先で

あり、それが の語源です。その空間が壁やら間仕切りによって仕切られれば、

それが「部屋」となる 呼ばれる だけのことなのです。そして仕切りがない状態では

「 イメージとして描ける 決まった形」がないので、「空間・余地」という は

数えられない、つまり不可算名詞となります この意味の場合 は無冠詞で用い

る 。逆に「部屋」という場合には、壁や間仕切りによって仕切られた結果として

「 イメージとして描ける 決まった形」が生じ、数えられる、つまり可算名詞となる

わけです この意味の場合 は冠詞・所有格・数詞などと共に用いる 。

この机は大変場所をとる

この駐車場には車が 台入る

私の車にはもうあなたは乗れません

君の仕事には改良の余地が大いにある

見晴らしのいい部屋にしてください

トムは自室にいません

の『核』のイメージは「規定する もの 」です。

そこから以下のような意味が生まれました。

まずは名詞の です。

①「規則、規定、ルール」

彼はいつも規則を破る
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②「習慣、習わし」

「行動・生活を規定するもの → 習慣、習わし」。

早寝をするのが私の習慣だ

③ 「普通のこと［状態］、通例」「原則」

「当たり前のこととして規定されているもの → 普通のこと、原則」。

中世ヨーロッパにおいては、読み書きができないことが当たり前だった

④「支配、統治 権 」

「統治期間」

韓国は当時日本の支配下にあった

現在日本は民主的な統治の下にある

エリザベス一世の治世中に

⑤ 「概して、一般に」

概して人々は平和を望んでいる

次に動詞の です。

①「 ～を 支配する、統治する」

「国・人等を規定する → 人・国等を支配する」。

ゲルマン民族はヨーロッパの大半を支配した

この国はかつてフランス人に支配されていた

ホールは静まりかえっていた

ホワイト氏は奥さんの言いなりになっていた

 で「Ａ 人 の言いなりになる」「Ａ 感情等 に駆られる」。

②「 感情等を 抑制する、抑える」
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「意思によって感情等を規定する → 感情等を抑制する」。

彼は感情［食欲］を抑えられないことがよくある

③「 判決等を 下す、裁定する」

「判決・判断を規定する → 判決、判断を下す」。

警察は彼を違反と判定した

裁判官は彼女が罰金を払わなければならないと裁決した

④ 「Ａを除外する、拒否する」

「～を規定の外に からはずして 置く → ～を除外する、拒否する」。

この提案を拒否しないでください

その可能性を除外することはできない

には前置詞、接続詞として「～を除いて」という意味があります。

彼以外は全部

彼女がそこに無事に到着したという以外何の知らせもなかった

これは などと言葉を補ってみるとその由来が見えてきま

す。 つまり「そいつらみんな殺せ が 彼は救え → 彼以

外 彼を除いて みんな殺せ」というふうに。

しかしながら、この は古風な言い回しで、最近では や が多く用

いられます。
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の『核』のイメージは「心配 不安 がない」です。

「 離れた 心配 」が語源。

そこから以下のような意味が生まれました。

まず形容詞の です。

①「 場所・物等が 安全な、心配 危険 のない、安心できる」

 と比べると、安全さに客観的根拠があるという含みが強く「心配ご無用」

という感じが強い。

彼は安定した 不安のない 暮らしを送っていた

そのとりでは敵の攻撃に対し十分に安全ではなかった

②「 人が 安心している」「 ～を 確信している」

将来について心配ありませんか

彼は成功を確信している

 で「Ａを確信している」

あなたといると心強い

③「 物が しっかりした、安定した」「 勝利等が 確実な」「 地位等が 不動の」

「 戸・窓が しっかり閉まった」

その建物はしっかりした基礎の上に建っている

窓はしっかりしめてあった

彼らの勝利は確実だった

次に動詞の です。動詞の場合は「心配 不安 がない状態にする」がその

『核』のイメージになります。

①「 ～を 手に入れる、確保する」

彼らの目的は平和を確保することだった

彼は私のためによい席をとっておいてくれた

 で「 に をとっておいて 確保して あげる」。

②「 ～を 安全にする」「 ～を…から 守る」
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城壁が敵の侵略から城を守った

③「 ～を 保証する」「 ～に 担保を付ける」

私は傷害保険に入った

言論の自由は憲法で保証されている

銀行はその貸出しに私の家を担保に要求した

④「 戸・窓・鍵等を しっかり締める」

彼はロープをしっかり締めた

彼女はかぎを全部かけた

の『核』のイメージは「意味 義 がある」です。

 は「記号」。記号とは「意味を持つ がある 印」のこと。そこから

「意味がある」という意味が生まれた。

その『核』のイメージ通りの「意味のある、意義深い」という意味があります。

それは彼の家族にとって意義深い行事だった

また で「Ａを意味する、表す」という意味にもなります。

このことは彼女の意図を非常によく表している

彼女の身振りは承諾を表していた

「意味ありげな、含みのある」という意味でも用いられます。

彼女は何か意味ありげな顔つきでそう言った

－１４５－

『核』のイメージ 増補編



講演者は含みのある言葉で演説を締めくくった

「重要な意味を持つ → 重要な、大切な」という意味にもなります。

私たちの年齢の差は大して重要ではありません

それは政治改革への重大な前進であった

「重大な意味を持つほどの → ①かなりの、相当の ②著しい、際立った」という意味

にもなります。

その発電機はかなりの量のエネルギーを生み出します

目立った人口増加があった

スタジアムにはかなりの数の人々がいた

の『核』のイメージは「奪い取ってしまう」です。

そこから以下のような意味が生まれました。

①「 物・事を 駄目にする、台無しにする」

「 人の興味を そぐ」

「あるものから、価値 良さ ・本来の性質・興味等を奪い取ってしまう → あ

るものを駄目にする、台無しにする、 興味を そぐ」。

暑さでミルクがだめになった 腐った

 の活用は

大雨で作物がだめになった

ピクニックは悪天候で台なしになった

彼の楽しみに水をさすな
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「彼の楽しみを台無しにするな」ということ。

果物はあまり長くおくと悪くなる

上例のように自動詞の場合は「駄目 台無し になる」。

②「 人等を 甘やかす、 人等を甘やかして 性格を駄目にする」

「甘やかして人から本来の価値 良さ を奪い取ってしまう → 人を駄目にする、

甘やかす」。

だだっ子

むちを惜しめば子供をだめにする

「かわいい子には旅をさせよ」という意味のことわざ。

③「 人の欲求等に 非常に気をつかう、大切に扱う」

何でも 自分の気に入ったようにしなさい

「自分を甘やかしなさい → 自分の欲求 思い のままにしなさい」。

そのホテルは客に大サービスをしてくれる

「客を甘やかす → 客に大いにサービスをする」。

は名詞としても用いられ、以下のような意味になります。 と複数形で

使われることが多いですね。

①「略奪品、戦利品」

「～から奪い取ったもの → 略奪品、戦利品」。

その財宝は戦利品として取られた

②「 選挙で勝った政党が得る 官職の役得、利権」

「選挙に勝つことによって政党等が奪い取ったもの → 役得、利権」。

③「掘出し物」「収集物」「賞品」

「苦労して奪い取ったもの → 掘り出し物、収集物、賞品」。

の『核』のイメージは「 立っている 状態・姿勢」です。

 は 立場・状態 、あるいは と語源が同じ。
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その『核』のイメージ通りの「状態、ありさま、形勢、事情」という意味が

にはまずありますね。

父の健康状態はよくない

彼らはその森を自然のままに保存することに決めた

当局は非常事態宣言を発令した

には「国家」「州」という意味もありますが、これは「国、自治体として威風

堂々と立っている状態 → 国家、州」となったのです。

日本の鉄道は以前は国有であった

（ ）

アメリカ合衆国には５０の州がある

州立銀行 図書館・大学

次に動詞として「 明確に意見等を 述べる、言い表す」という意味があります。

あなたの名前と住所を述べて下さい

総理は辞意を決めたと述べた

この由来は、 は動詞の場合、元々は「 自らの立場 状態 を はっきりと示す」

でした。

そうすると上記の英文は「あなたの名前と住所をはっきりと示して下さい → あなた

の名前と住所を述べて下さい」となったと見るといいのです。この の名詞形

は で「陳述、言明、申し立て」「政府の声明」という意味になります。

彼は正確な 間違った 陳述を行った

陳述書

共同声明
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政府は侵略を非難する声明を発表した

の『核』のイメージは「必要なものを供給する」です。

彼らは船に食料を積み込んだ

「船に食料を供給した」ということ。

農家の人達は冬に備えて野菜を蓄えた

「 自身・場所に 供給する → 蓄える、保存 管 する」へと転じる。

名詞として以下のような意味にもなります。

①「蓄え、蓄積、貯蔵、持ち合わせ」

ネズミやリスは冬に備えて食料を蓄える

蔵書、図書の在庫

彼らは大量の米を蓄えている

 で「蓄えて られて 、用意して」。

② で 「 食料・衣料・武器等の 備え、用意、備品」

「供給され 蓄えられ た物」ということ。

軍需品

③「豊富、多量、たくさん」

彼女は経験を豊富に積んでいる

たくさんの証拠

彼らには食料の蓄えがあった

 、 で「多量のＡ」。

カタカナ英語でおなじみのストアー、つまり「店、商店」という意味は、「必要な物
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を供給してくれる場所」ということです。

は「ひも」をイメージさせます。しかもそのひもは緩んでいません。『核』

のイメージは「ピンと張る 引っ張る 」です。そこから「 ひもで きつくしばる」と

いう意味にも発展していきます。具体的に以下のような意味が生まれました。

まず名詞の から。

①「張りつめること、強く引っ張られている状態、張る力」

「ひもなどがピンと張った状態」。

ロープは張る力に耐えられないだろう

②「 心身への 負担」「 極度の 緊張、重荷」「過労」

「心がピンと張った状態」。又は「心をピンと張りつめさせるようなもの」。

私はその仕事の重荷に耐えられなかった

これは彼女の神経には重圧になるだろう

彼は精神的過労で参っていた

③「 筋肉の 筋違い」

「筋肉や筋が 限界を超えて ピンと張った状態」。

次に動詞の です。

①「 針金・綱・糸等を ぴんと張る、張りつめる」

「ひも 状の物 をピンと張る」「きつく縛る」。

コンテナの重みで綱が切れんばかりだった

彼女は傷口に包帯を巻いた
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②「～を最大限に使う」「精いっぱいに働かせる」

「ピンと張る → 最大限に伸ばす → 最大限に使う」。

私は声を張り上げた

彼女はあまりに気を張りつめて病気になった

その男はもっとはっきりそれを見ようと目を凝らした

③「 使いすぎて ～を痛める」「 筋を 違える」

「限界を超えてピンと張る」。

彼は小さい活字の本を読んで目を痛めてしまった

足の筋を違えた

④「 意味等を をこじつける」「 権力等を 乱用する」「 法等を ねじ曲げる」

「範囲を超えて 逸脱して 引っ張る」。

その弁護士は事実を曲げた

君は意味を曲解している

は「ひも」をイメージさせると言いましたが、「子々孫々ひものようにピン

と 脈々と つながっているもの → 血統、系統、種族」という意味がそこから生まれ

ました。そして「そういった血統が 共通して持つ 特質 → 特徴、特質、種類、性

質」という意味が生まれたわけです。

彼は良家の出である

彼には冷笑的なところがある

また「話し方」「文体」「調子」という意味にもなります。これも「一本のひものよ

うに流れている 文章・話し方等の 性質、特徴」ということです。

同じ調子で

さてついでですから の親戚を紹介しましょう。

それが ストレス、緊張 、 ひも・糸 、 厳しい、厳格な 。これ

らの語源はすべて「 ひもで 引っ張る られた 」「 ひもで 縛る 締めつける 」です。

 に関しては「ひも」そのもの。
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も同じ語源です。 は「引っ張られた → 真っ直ぐな

に 」。

は「引っ張る → 伸ばす、広げる」となったのです。

他にも色々あり、 は 後ろに で「後ろにきつく縛る → 制限す

る、限定する」となりました。

は 完全に で「完全にきつく縛る → 締めつける」。

は 離す で「離れたところに物を引っ張る → 財産を 差し

押さえる」。

は 後ろに で「後ろにきつく縛る → 束縛する、強いる」とな

るのです。

の『核』のイメージは「それ以前 これまで に見た 聞いた ことがない」で

す。

には「見知らぬ、見た 聞いた こともない、初めての、未知の」という

『核』のイメージそのままの意味がありますね。

反意語は なじみがある、よく知っている 。

未知の国

彼にはその町は初めてだった

また には「奇妙な、変な、不思議な、一風変った」という意味があります

が、それ以前 これまで に見た 聞いた ことがないからこそ、奇妙にも、変にも、不

思議にも、一風変わっても 当人には 見える 聞こえる わけです。

反意語は 普通の 。

それは奇妙な事件だった

彼がパーティに来ないなんて不思議だ

「 場所・物・事に 不慣れな、不案内な、経験のない」という意味が には

またあるのも、これで納得がいきますね。
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私はまだその新しい学校に慣れていない

それから「体の調子がおかしい」「落ち着かない」「不愉快な」という意味になるこ

ともあります。

どうも体の調子がよくなかった

は で名詞として以下のような意味がありますが、「それ以前 こ

れまで に見た 聞いた ことがないような人間」がその意味のベースです。

①「見知らぬ人、他人」

「珍しい人」

彼はナンシーにとってはまったく見ず知らずの人間だった

②「 その土地に 不案内な人、不慣れな人」

私は当地は初めてです

③「 ～の 部外者」

「 ～に 経験 なじみ のない人」

姉は野球がまったくわかりません

の『核』のイメージは「～の下に置く、～の元に送る」です。

「 下 置く・送る 」が語源。

そこから以下のような意味が生まれました。

① 「Ａに屈する、服従する」「Ａに降参する」「Ａを甘んじて受け入

れる」「Ａ 手術等 を受ける」

これは の の省略と考えるといい。つまり「自

分自身をＡの下に置く 元へと送る 」から上記の意味が発展した。

彼らは権威に服従 屈伏 した
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彼は我々の忠告をおとなしく受け入れた 忠告に従った

彼は断固としてあざけりに屈しなかった

上例のように を付けた表現も 。

② 「ＡをＢに提出する」

「ＡをＢの元に送る」ということ。

私は宿題を金曜日に提出した

最終答申は理事会に提出された

③ Ｓ Ｖ～ 「～ではないかと意見を申し述べる、提言する」

「提案・意見等を公の元に置く → 提案・意見を申し立てる、提言する」。

失礼ながらあなたの決定は間違っていると申し上げます

の『核』のイメージは「合計 する 」です。

「一番高いところ」が語源。古代ローマ人はあるものの合計を、そのものの一番

上に書いたことに由来する。ちなみに 頂上 の も「一番高いとこ

ろ」という意味。

そこから以下のような意味が生まれました。

① 「 数量の 合計、総計、総額」

私は費用の総額を計算した

 等とは言わないので注意。

はいくつですか

② 「 十分ではないが すべて、総体」

望ましくないことなどに用いることが多い。
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それが彼が過去 年間政界でやってきたことの全てだ

③ 「大意、概要」

「話の全体を合計した まとめた もの → 大意、概要」。

要するに、つまり

その報告の概要は知っている

④「 ある 金額」

多 少 額の金

彼女はパリで大金を使った

は動詞としても用いられます。 とセットで用いられることが多いですね。

①「～を合計する、総計する」

彼は食料品店からの勘定書を合計した

②「～を要約する、かいつまんで言う」

「様々な話の内容を合計する → 話等を要約する」。

それは１語に要約される

裁判官は訴訟の要点を陪審員たちに要約した

語で内容を要約せよ

③「～を 素早く 理解する」

「 人の 性格・事態のポイントをまとめる → 要旨・状況をつかむ → 理解す

る」。

すばやく彼女の人柄を見て取った

については、意味自体は「思う、想像する」と覚えておけば十分なのです

が、その 意外な 語法をおさえておきたい語と言えます。

① Ｓ＋Ｖ～
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 を用いた命令文から生まれた慣用的な言い回し。「提案」「命令」

「問いかけ」の３つの可能性がある。

⑴「～してみてはどうだろう」 提案

今晩は外で食事するのはどうだろう

 原形 ～ よりも控えめな表現になる。

⑵「～してくれませんか」「～だと想像してみてごらん」 命令］

コーヒー入れてもらえますか

このボールが地球だと仮定しよう

⑶「～したらどうなるだろうか どうしようか 」 問いかけ

もし彼女が来なかったら

もし雨が降ってきたらどうしよう

 の直後の節内には「確実性の低い」内容の場合、仮定法の時制が用

いられることがある。

もし君が私の立場にあるとしたら どうしますか

まず食器洗いを済ませたらどうかしら

② Ｓ＋Ｖ～ Ｓ＋Ｖ…「もし～なら、…だろうに」

君の父さんが僕達が一緒にいるのを見たら、なんて言うだろう

ポイントは以下の３つ。

⑴「 Ｓ Ｖ～」という形はない。

⑵「 Ｓ Ｖ～」は命令文なので、基本的に文頭で用いる。

⑶仮定法で使うこともある。つまり事実に反する仮定をする場合、後続

の節の時制は仮定法における時制の使い方と同じになる。

もし君が大統領だったらどうしますか
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③ 原形 ～

原形 ～

⑴「～すると思われている」

彼は無罪だと思われている

⑵「～するはずだ、～することになっている」

この部屋では禁煙になっている

上例のように否定文で用いることが多い。

⑶「～すべきだ」「～しなければならない」

もう出発しなければなりません

誰もが交通規則を守らなければならない

の『核』のイメージは「下に吊るす」です。

そこから以下のような意味が生まれました。

①「 ～を つるす、ぶらさげる」 ＝

「何かに引っかけて下に吊るす」。

天井からランプをつるした

②「 ～を水中 空中 に 漂わせる」

上から吊るしたように揺らめいて見えるところから。

煙は空中に漂っていた

脂肪の粒子はミルクの中に浮いていた

③「 事業・活動等を 一時中止する、停止する」

「事業・活動を宙ぶらりんの 動かない 状態にする」ということ。
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彼らは支払いを停止した

暴風雨のためバスの運行はすべて止まった

一時停止試合

野球用語。残されたイニングを後日行う

④「 決定・執行等を 見合わせる、保留にする」

「 罰として人を 停職 停学 にする、出場停止にする」

「人・決定・執行を宙ぶらりんの状態にする」。首根っこをつかまれて前にも

後ろにも進めない 動けない 状態のイメージ。人の場合、退学・解雇になった

わけではないが、本来の活動ができない。

我々は最終判断を見合わせた

執行猶予の判決

その学生は停学処分にされた

の『核』のイメージは「時・時間」です。

代表的な の意味を挙げてみましょう。

① 不可算 「時間、時期、時刻」

「期間」「間」という意味では可算名詞。

彼は間もなく戻るでしょう

② 可算 「～回、～度」

彼女は１日に３回家族のために料理を作る

③ ～ 「～倍」

僕は君の 倍もの本を持ってる

④ 「時代」

「時勢、情勢」

「景気」
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シェークスピアの英語は我々の時代の英語とは違う

大昔から

最後に を用いた慣用的な表現をまとめてみましょう。

⒈ 「 一日の中の この時間帯は」

一日の中のこの時間帯はとても忙しいです

⒉ Ｓ Ｖ～ Ｓ Ｖ…

「初めて 次に・最後に ～したときには…」

 をワンセットで接続詞と見るといい。

初めてパリに行ったときには、エッフェル塔は訪れませんでした

⒊ Ｓ ～

「Ｓが～するのは今回が初めてだ」

彼が動揺したのは今回が初めてだ

⒋ Ｓ Ｖ 過去形 ～

「 もうそろそろ とっくに Ｓは～してもよい頃だ」

そろそろ寝る頃ですよ

⒌ ○○ 「 〇〇 早めに」

〇〇部分に「 分」「１時間」といった時間を表す表現がくる。

彼は定刻前に着いた

成田発 便は、予定より１時間前に到着した

⒍ Ｓ Ｖ～ Ｓ Ｖ…「～するころまでには…」

 でワンセットで接続詞と見るといい。

退職する頃でには自分の家が持てるだろう

⒎ 「時々」

－１５９－

『核』のイメージ 増補編



時々読書をします

⒏ 「いつも」

我々は不測の事態に常に準備していなくてはいけない

⒐ 「いつでも」

いつでも来ていいですよ

「一度に」「続けざまに」

一度に１つずつ君たちの質問にお答えします

幾日も続けざまに働かなければならなかった

 は「同時に」「一時は、かつて」。

私はテレビを見るのも宿題をするのと同時にできます

私達はかつて友達だった

「一番いいときに」

一番いいときにお越しください

⑴「同時に」 ⑵「それにもかかわらず、その一方で」

「それにもかかわらず」という場合、節頭や文頭で用いる。

彼らは同時に出発した

彼女は同時に泣きかつ笑った 泣き笑いをした

私は彼が憎いが、その一方で彼を哀れんでもいるのだ

「やがて」

やがて彼は卒業した

「Ａに間に合って」

私達は会合に間に合った
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「まもなく、ほどなくして」「瞬時に」

彼女はたちまちそれをコピーした

「ちょうど 間に合って 」

列車は定刻に到着した

「時代後れの」

 は「遅刻して」。

いくつかの点でその対策は時代後れです

「しばらくの間」「さしあたって」

その金で当分の間はやっていけます

「時々」

その男はときどき彼女をを訪ねて来た

「時代の流れに遅れないようについて行く」

時代の流れに遅れないよう努力しています

「ゆっくり時間をかける」

どうぞごゆっくり 時間をおかけください

「はじめて」

彼女は生まれて初めて恋をした

「暇をつぶす」「時間つぶしをする」

暇つぶしに絵をはじめました

は『核』のイメージは「舌」であり、代表的な意味も「舌」でいいのですが、
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もう一つの意味として「言葉」「言語」という意味をおさえておきましょう。

］ その少年は舌を出した

驚きのあまり彼女は口がきけなくなった

彼女は口が達者だ

］ 日本語が私の母国語です

 ］ で「母国語」。

ギリシャ語の学習は大変困難だ

更に を用いた慣用表現をおさえておきましょう。

① 「口先まで出かかって」「思い出しかけて」

彼女の名前ですか。ちょっと待ってください。口先まで出かかっているん

ですが…

② 「黙っている」

私がそれを説明し終えるまで、黙っていなさい

③ 「失言、口を滑らすこと、言い損ない」

もし私がそのようなことを言ったとしたら、口が滑っただけのことです

の『核』のイメージは「試み ること 」です。

そこから以下のような意味が生まれました。

①「試み」「企て」

彼は２度目の試みでその入試に通った

乗組員は上陸を試みた
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②「試し、試験、試行」

新車のテスト

試しにそれをやってみた

彼はもう一度その機械を試運転した

試しに彼を雇った

 には「試用 見習 期間」「試されている状態」という意味もある。

③「試練、苦難、辛苦」

「神・運命の人に対する試み → 試練、苦難」。

彼はその試練に耐えられるであろうか

年を取ると苦労が多い

④「やっかい者 物 」

「人の忍耐の限度を試すような存在 → やっかい者 物 」。

その強情な子は家族にとっての困りものであった

⑤「裁判、公判」

「有罪無罪の判定を試される場」ということ。

刑事裁判

殺人犯の裁判

彼は裁判にかけられた

 で「Ａを裁判にかける」。

なお、 の動詞形が なので、 には「～を裁判にかける」

「 事件を 審理する」という意味もあるので注意。

彼女は殺人罪で裁判にかけられた

この事件は誰が審理するのですか

⑥《イディオム》

⑴

⒈「試しに、試験的に」

かたくならないで。試験されているわけじゃないから

試しに彼を１カ月使ってみた

⒉「公判中で、審理中で」
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その事件は今公判中です

⑵ 「試行錯誤」

「試行錯誤」とは、望ましい結果を得るまで試みと失敗を繰り返してみる方

法のこと。

の『核』のイメージは「策略」です。

そこから以下のような意味が生まれました。

①「たくらみ、計略」

「ごまかし」

「幻覚、錯覚」

我々は彼らをだまそうといろいろな策略を試みた

犯人はそのお年寄りをごまかして金をまきあげた

それは単なる幻覚だった

それは気のせいではなかった

②「芸当」「手品」「トリック」

トランプの手品

ことわざ。

老犬に新しい芸は教えられない → 老人に新しいことは無理だ

③「 悪意のない いたずら、わるさ」

ジャックはいつも同級生にいたずらばかりしている

④「こつ」「 物事をうまくやる 秘けつ」

彼の父が彼に商売のこつを教えた
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動詞として「 ～を だます、ごまかす」という意味にもなります。また以下のような

語法もあります。

人 ～ 「Ａをだまして～させる」

人 物 「ＡをだましてＢを奪う」

彼は彼女をだまして自分と結婚させた

彼らは彼をだまして金を奪った

の『核』のイメージは「～をひっくり返す」です。

「本来下のものを上 にして置く する 」ということ。

活用は

以下の は『核』のイメージから容易に想像がつきますね。

うちの幼い息子はそのテーブルをひっくり返した

彼らのボートは転覆した

更に「計画などをひっくり返す → 計画などを台無しにする、駄目にする」という意

味にもなります。

嵐で僕らの計画はだめになった

また「人の心をひっくり返す → 人の心を乱す、狼狽させる」という意味にもなりま

す。

悪い知らせにその家族は狼狽した

彼の手紙にナンシーは気が動転した

他にも「正常な状態をひっくり返す → ①胃腸の具合を悪くする

②機械の調子を狂わせる

③組織・秩序を混乱させる、乱す」

という意味でも使われたりします。
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彼女は生ガキで胃の具合が変になった

うちの犬が部屋をごった返しにしてしまった

時に は完全に形容詞化して用いられることもある。

彼は胃を悪くした

ひっくり返ったおもちゃ箱

彼の家はごちゃごちゃに散らかっていた

の『核』のイメージは「せきたてる」「懇願する」です。

まず「せきたてる → 急がせる、駆り立てる、押し進める」と意味が発展します。

私は彼の出発を急がせた

彼は馬をかり立てた

彼らはその事業を推し進めた

彼は疲れていたが自らをむち打って進んだ

また「せきたてる → ～するよう強く促す、勧める、催促する」という意味にもなり

ます。

我々は彼に辞任するよう強く勧めた

父は私に法律の勉強をするようしきりに勧めた

また「～を強く勧める → ～を強く主張する、力説する」という意味にもなります。

彼は急ぐ必要のあることを力説した

大統領は軍備競争の終結を強く説いた

その政治家は税制度を改革すべきだと主張した
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は名詞として用いられると「 自身の中の 強くせきたてるもの・思い → ～し

たいという 衝動」という意味になります。

私はよく仕事を辞めて海外に行きたいという衝動にかられる

の『核』のイメージは「全部 すっかり 外に出す」です。

には形容詞と動詞がありますが、まず形容詞の場合、「全部 すっかり 外に出

てしまった → 全くの、完全な、きっぱりした、断固とした」という意味になります。

真っ暗やみ

私は彼女を全く知らない

動詞の場合、『核』のイメージから以下の２つの意味になります。

①「 声・言葉等を 発する、出す」

「声・言葉を全部 すっかり 外に出す」。

緊張で私は一言も言うことができなかった

②「 考え等を 述べる」

「考えを全部 すっかり 外に出す」。

彼は自分の考えを述べた

の『核』のイメージは「見る」です。

そこから以下のような意味が生まれました。

①「眺め、景色、風景」

見晴らしのいい家を借りた
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②「 物の 見方、考え方」「 個人的な 考え」

人生観

私の考えでは

この問題に関するあなたのご意見 はいかがですか

③「視界、視野、視力」

陸地が見えてきた

④「意図」「目的」

彼はヨーロッパへ行くことをもくろんでいた

それは彼の母の意図に反することだった

彼は最終的には政治家になる目的で大学に進学した

 ～ で「～するために」。

⑤「見地、観点」

医学的見地からすれば、彼女は喫煙をやめるべきだ

は動詞としても用いられ、その場合「 注意して ～を見る、眺める、調べる」

という意味になります。

私たちはその家を見に行った

また で「ＡをＢとみなす」という語法があります。

それらは模範 手本 と見られている

私は彼を保守主義者だと見ている

つまづき 大失敗

どんな小さなつまずきでも大失敗のように思ってしまう
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の『核』のイメージは「本」「量」です。

の語源は「巻物」という意味のラテン語で、それが「本・書物」 昔は書物は

巻物だった 、更に「巻物の大きさ、太さ → 量、体積、容積」へと意味が派生して

いったのです。

①「巻、冊」

特に２巻以上から成るものの１冊。 （複数形は ）と略す。

５巻からなる小説

第２巻

読み方は 。

②「本、書物」 ≒

内容よりも外形から見た、特に大きな本を指して言う。

私たちの蔵書は３千冊です

③「分量、大きさ」「容積、体積」

「 貿易・産業等の 量、額」

たるの容積

交通量

私は容量の大きな冷蔵庫をもっている

大樽は 立方フィートの容積がある

取引額が増大している

④「音量、ボリューム」

その歌手は声量が豊かだ

テレビの音量を下げなさい

⑤ 「多量のＡ、たくさんのＡ」

「大量に」

もうもうと立ち昇る煙
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彼の声明は多くの批判をまき起こした

その商人は綿を大量に買った

の『核』のイメージは「道路」です。が、 は意味も用法も多種に渡り、学習

者泣かせの単語です。ここでその用法を整理してみましょう。

①「道 のり 、方向」

その女の子は駅への道を教えてくれた

私の家は公園から遠い 非常な、かなりの 距離です

彼女は遠いところをわざわざやってきた

②「方法、手段、仕方」

その警察官はこのように こんなふうに 彼女の命を救った

特に を伴う場合には前置詞 は省略されることが多い。

そんなふうに私を見ないで下さい

その男は非常に変わった話し方をした

このビデオカメラの使い方を教えて下さい

］

外国語を覚える最善の方法を教えて下さい

③「 有 様、様子」

それはこのように起った

それは聞いた話とは違う

④「 個人の 習慣、癖」

「行い、ふるまい」
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彼は変な話し方をする

彼のやり方 流儀 は全く気に入らない

―

気にしないでくれ － 彼女はいつもあんなふうなんだ

⑤ しばしば で 「風習、しきたり」

そ こ れが世の習いだ

「 人を慰めて そんな ことはよくある ものだ、それが運命だ」という

意味で用いる。

アメリカ風の生活様式 風習

⑥「 ～の 点、面、意味」

前置詞 とセットで使う。この は で言い換えられる。

つまり、 とセットで用いる には「方法」「点、面、意味」２つの可能性

があるのだ。

どの点からみても

私が提供された職は、いくつかの点で大変魅力的なものだった

⑦

⑴「意思」

兄はいつも自分の思い通りに振る舞う

⑵「心得、慣れ」

姉は子供の扱いに慣れている

⑧《イディオム》

⑴

⒈「はるばる」

私のペンパルは私に会いにはるばるパリから来てくれました
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⒉「ずっと」

駅までずっと走った

⑵ 「 Ａの じゃまになって いる 」

彼の高慢さがいつも彼の成功のじゃまをした

⑶ 「進行中で」

その計画が進行中だった

⑷ 「 Ａに 行く途中で」

美術館に行く途中で彼に会った

 とすれば「Ａから帰る 帰宅する 途中で」となる。

⑸ 「ところで」

ところで、君は彼のお姉さんが結婚するのを知っていますか

⑹ 「Ａに屈伏する、譲歩する」

彼らの要求に屈した方がいい

⑺ 動詞 「～しながら進む」

私は中心へと進んで行った

 は「出世する」という意味にもなる。

彼は群衆を押し分けて進んだ

私は暗やみを手探りで進んだ

⑻ Ｓ＋Ｖ～

⒈ ･ ･ になったり､前置詞の後ろで 「～の仕方 方法 」「様子」「 あり さま」

Ｓ Ｖ～

君のやり方を教えてください

彼の笑い方がきらいだ

⒉ ･ ･ にならない 「～のように」 Ｓ Ｖ～
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彼があなたに言ったように君はそれをしなければならない

 は、 直後にＳ Ｖを取る 接続詞的な用法から、次のような意味にも

用いられるので注意。

⒈「～すること」

彼女がそう言ったのは不思議だ

⒉「～から判断すると」

私の見るところでは、彼は真実を言っている

⒊「どれくらい、どれほど」

彼女がいないのをどんなに寂しく思っているかだれにもわからない

⒋ 感嘆詞として 「なんと」

！ なんという格好をしているの

⒌ 形容詞節を導いて 「～のような」

様態を表す と同じ。直前の名詞を修飾する。

今のそのままのあなたが好きだ

⑼ 「Ａを経由して」「Ａを通って」

「Ａを手段として」「Ａのつもりで」

「Ａであると見せかけて、Ａと自称して、Ａという評判で」

その飛行機はホノルル経由でロスへ飛んだ

言い訳として

出迎えるつもりで

私は冗談のつもりでそれを言った

彼は有名な学者ということになっている

⑽ ～ 「思い通りにする、自分勝手にやる」

彼はいつも自分勝手にやっている

⑾ 「～のじゃまをする」
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早く家に帰りたいなら邪魔をしないでください

⑿ 「ある意味では、ある点では」

ある意味では彼が言ったことは正しい

⒀ ～ 「～なやり方 仕方 で」

大々的に

小規模に、つつましく

自己流で

何らかの方法で

⒁ 「～なりに」

彼なりに 目一杯 実力を出してくれましたよ

⒂ 「全く～ない」

その２つの事件は全く関係がない

⒃ 「Ａの点で は 、Ａに関しては、Ａとしては」

韓国は天然資源に関しては乏しい国である

 Ｓ Ｖ～ で「～という点で は 」という用法もある。

⒄

⒈ 依頼の返答として 「いやだ、とんでもない、冗談じゃない」

ボクの代わりにそれやってくれる

絶対イヤ

⒉ 可能性を否定して 「どんなことがあっても～ない」「絶対に～ない」

君とは絶対行かないよ

⒊「まさか そんなはずはない 」

彼女 歳だって

まさか

⒅ 「出口」
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その時私達が直面していた困難から抜け出る出口はないように思えた

⒆ 「～しつつある」

彼は電話で「今から行くよ」と言った

この は「進行」を表している。

⒇

⒈「 向き・位置が 反対で、さかさまで」

向きを反対にして寝た方がいい

⒉「 それとは 逆に の 」反対に の 」「あべこべで の 」

体が女なのに心は男あるいはその反対というような人を知っていますか

「そっぽを向く」

私が話しかけたら彼女はそっぽを向いた

 は 等で言い換えられる。

Ｓ Ｖ～「～ということはあり得ない」

このような状況であなたを助ける等ということはできません

 で「誰にもわからない」という表現もあ

る。

原形 ～「わざわざ～する」

彼はわざわざ見送りに来てくれた

には副詞としての用法もあります。副詞・前置詞・接続語を強めて「ずっと」

「はるかに」「うんと遠くに」等といった意味になります。

ずっと上に 前方に
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はるか昔から の 遠方の地から の

道具を作って使う動物は基本的な本能の段階をはるかに超えている

ずっと遠い所に

そのカバンはあまりにも重すぎる

それは戦争の始まるずっと前のことだった

この上着はひどく長すぎるよ

日常的なドラッグの使用は 年代末よりずっと減っている

の『核』のイメージは「かなり、相当」です。

そこから以下のような意味が生まれました。まずは副詞の からです。

①「上手に、うまく、満足に、申し分なく」 ⇔

彼女は上手にバイオリンを弾く

うまいぞ

②「十分に、完全に、よく」

手をよく洗いなさい

彼をよく知っています

③「相当に、かなり」「ゆうに」

彼は をかなり越えている

私は行く手の危険は十分に承知している

④「適切に、都合よく」

まさにそのとおり

始めよければ半ば成功したも同然 ことわざ。

⑤「裕福に、安泰に」
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その一家は村で裕福に暮らしていた

⑥「親切に、好意的に」

彼はとても親切にしてくれた

だれも彼女のことをよく思ってはいない

次に形容詞の です。

①「健康で、丈夫で、元気で」 ⇔ ，

健康そうに見えますね

あまり体調がよくありません

②「申し分なく、満足して、好都合な、良い」

「幸運な」

君が来てよかった

彼は学者として申し分ない

今のままで十分満足です

終わりよければ万事よし ことわざ。

最初の は「良い」という形容詞。文末の は「よく、申し分

なく」という意味の副詞。 は関係代名詞で、 節は を 先

行詞として 修飾している。

今度は間投詞の です 間投詞の には様々な意味合いがあるので、こ

こでは代表的なものを挙げておきます 。

① 驚きを表して 「まあ、おや、えっ」

おやまあ、彼ら離婚したんだって

② 安心を表して 「やれやれ」

やれやれ、彼がやっと家にやって来た

③ あきらめ・譲歩などを表して 「おやおや、さてさて」

まあ、仕方ないよ

わかりました。なら自分でやります

上例のように「不満足な同意」を表すこともある。
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④ 話題の続行・転換 「さて、ところで」

ところでご用はなんですか

それでどうした

には名詞で「井戸、泉」という意味がありますが、これは上記の とは語

源が別です 「ぶくぶくわき出る水」が語源 。

井戸を掘る

井戸に水がなくなった

ここから「わき出る、吹き出る」という動詞の が生まれました。

涙が彼女の目にわき出た

最後に 副詞の を用いたイディオムをまとめてみましょう。

① 原形 ～

⑴「～する可能性が高い」「おそらく～するだろう」

「推量」の を が強調した表現と考えたらいい。

その答えはたぶん正しいだろう

⑵「～するのはもっともだ」

「容認」の を が強調した表現と考えたらいい。

君が息子さんのことを誇りに思っているのももっともだ

② 原形 ～ 原形 … 「 …するくらいなら ～した方がま

しだ」

私と一緒に来た方がいい

後でそれをするくらいなら今した方がいいよ。いずれにしてもしなくちゃ

いけないんだから

彼に金を貸すくらいなら捨ててしまった方がましだよ

 だと仮定的なこと、つまり「実際には～しない」ことが
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の後にくる。上例でも、実際に「金を捨てる」等ということは

しない がそれと同じくらい無駄なことだと言っている 。

③ 「幸いである」「最も適当だ、一番いい」

暗くなる前に出発した方がよかろう

彼女に知らせなかったのはよかった

④ 「その上～も また 」

テッドは大学院へも行くつもりでいる

トムはドイツ語を学びその上日本語も学んだ

⑤ 「ＢだけでなくＡもまた」

ベンはスペイン語を書くのと同じようにうまく話す

メアリーはパリだけでなくロンドンへも行った

⑥

 は とも書く。

⑴「裕福である」 ⇔ 「暮らし向きが悪い」「貧乏だ」

「豊富である」

当時その一家は暮らし向きがとてもよかった

このあたりにはスーパーマーケットが多い

⑵「順境にいる」

人は自分が 順境にあるときはそれがわからないものだ

⑦ 「Ａのことを誉める」 ⇔ 「Ａの悪口を言う」

彼はこのあたりでは評判がいい
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⑧ 「成績が良い」「うまくいく」

彼は学校の成績がいい

彼らは家具の商売がうまくいっている

の『核』のイメージは「時間」です。

以下は名詞の を用いたイディオム で、まさに「時間」という意味で使われて

います は 、つまり「いくらかの、ある一定の」という意味で用いられてい

る 。

① 「ときどき」

「ある一定の いくらかの 時間の中で一回 → 時々」。

時折彼は妙に偏屈になることがあった

② 「まもなく」「ちょっとしてから」

「ある一定の いくらかの の時間の後で → まもなく、ちょっとしてから」。

ちょっとしてから会いましょう

③ 「しばらくの間」

「少々の時間の間 → しばらくの間」。

彼はしばらく何も言わなかった

④ 「しばらくした後に」

「ある一定の いくらかの 時間の後に → しばらくした後に」。

しばらくしてその子供は寝入った

⑤ 「かなり長い時間 間 」

それを修復するにはかなりの時間がかかるでしょう

 名詞 で が①「かなり の 」②「本当に すばらしい 」とい
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う意味になることがある。

それは本当にすばらしいパーティーだった

⑥ ～「 人が ～することは価値がある」

その本は 君が 読む値うちがある

⑦ 「人が時間 労力 をかける価値がある」

 で「ＡはＢの価値がある」が下敷きになっている。

その仕事は君が骨をおってみる値うちがある

⑧ 「その間ずっと」

直訳は「その時間の 間の 全てにおいて」。

彼はその間中眠ったふりをしていた

 Ｓ Ｖ～ で「～している間ずっと」という語法もある。

⑨ 「今までずっと」「この長い間ずっと」

直訳は「この時間の 間の 全てにおいて」。

今までずっと何をしていたの

は接続詞にもなります。接続詞の場合は、「２つの出来事が同時間に 同時進

行的に 起こっている・存在している」というのが『核』のイメージです。

一般的に接続詞の には以下の３つの意味が知られています。

①「～する している 間に は 」

②「～ だ けれど」「～のに」「～の一方」

③「その一方 で 」

このうち特に②と③は、同時進行的に起こっている両者を対立的・対比的にとらえて

いるだけのことなのです。具体的に例文で見てみましょう。

①「～する している 間に は 」 ≒

私はロンドンにいる間にグリーン氏に会った

－１８１－

『核』のイメージ 増補編



彼らは子供たちが眠っている間に旅行の準備をした

彼が私たちの雇い主である間は、私たちは彼に従わねばならない

②「～ だ けれど」「～のに」「～の一方」 ≒

君の言うことはわかるけれど、私達は自分の仕事を仕上げねばならない

それが困難なことは認めるが不可能だとは思わない

③「その一方 で 」 ≒

トムは貧乏だったが、その一方彼の兄は大金持ちだった

彼は娘を愛している。その一方彼女の方は父親をきらっている

③の は、例文のように文章の後半で カンマと共に 用いられやすい。

の『核』のイメージは「意志・願望」です。

そこから名詞の には以下のような意味が生まれます。

①「意志 力 」

ジャックは意志が強い 弱い

彼は鉄の意志を持った人だ

ことわざ。

意志ある所には道がある 精神一到何事か成らざらん

心ならずも彼は解雇された

 で「意志に反して、不本意にも」。

これらの資源は自由に使えます

 で「自由に、意のままに」。
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② ～ 「 ～したいという 願望、決意、意地」

必勝の信念

彼は生きる意欲をなくしてしまったようだ

③「遺言」「遺書」

「死んだ人の意志 → 遺言、遺書」。

彼は遺書を残さなかった

我々は彼の遺言を執行した

④ 「善意」 ⇔ 「悪意」

世の中には善意の人が数多くいる

これは善意の贈り物です

次に助動詞の ですが、その『核』のイメージは「ほぼ確実に ％ そうなる

だろう・そうする」という予測・意志です。

具体的な の意味を見ていきましょう。

①［ 現時点での 予測・推量］「～だろう」

明日は雨が降るだろう

②［ 現時点での 強い意志・固執］「～するつもりだ」

私はベストを尽くすつもりです

そのドアはどうしても開かない

上例のように が強い拒絶の意思を表すことがあり、

「物」も主語にとることがある。

③［現在の習慣 習性 ・一般的傾向］「～するものだ」

「どうしても～したがるものだ」

事故は起こるものだ

子供は子供だ → 男の子の腕白は仕方がない

油は水に浮く

上例は油の習性を強調した英文と言える。普通、自然法則で繰り返され

る動きには「現在時制」を用いる。
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× 太陽は東から昇る

上記の助動詞としての はすべて『核』のイメージから理解できます。

の『核』のイメージは「未知のものに対する驚き」です。

そこから以下のような意味が生まれました。

まず名詞の です。

①「驚異 の念 」

「驚嘆、驚き」

不可算名詞。

科学者たちは驚異の目でその新しい発明品を見つめた

グランドキャニオンを見て驚嘆の念に打たれた

②「不思議なもの こと 」

「驚くべきこと もの・人 」

「奇観、奇跡」「奇跡的な行為 事件 」

可算名詞。

世界の七不思議

彼は語学の天才だ

不思議なことがあるものだ

一生懸命勉強すれば驚くほど成果が上がるだろう

彼がその申し出を断ったのは少しも不思議ではない

 Ｓ＋Ｖ～ で「～は少しも不思議ではない」。

口語では Ｓ＋Ｖ～ とも言われる。

ちなみに Ｓ Ｖ～ は「～は驚くべきことだ 奇跡
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だ 」という意味になる。

少年たちが生存していたのは奇跡だ

次に動詞の です。

① 疑問詞句 節 「～ したらよい なの だろうか と思う 」

「～か知りたいと思う」

節 「～か どうか なと思う」

彼はなぜあんなに急いでいるんだろう

我々は泥棒がどうやってドアを開けたのだろうと思った

彼は彼女に何と言うべきだろうかと思った

］

欠点のない人間なんているだろうか

明日私どもの家においでいただけますでしょうか

② 節 「～ということに驚く」「～とは不思議だ と思う 」

彼らがそれを聞いて怒らなかったのは不思議だ

以上は他動詞としての の語法でしたが、自動詞の の以下のよう

な語法もおさえておきましょう。

①「～について不思議に思う、驚く」

そんな危機に臨んでも彼が平静なのに驚いた

② 原形 ～ 「～して驚く」

彼がメアリーと一緒にいるのを見かけて驚いた

③ 「Ａについて怪しむ、変だと思う」

彼らは何を怪しんでいるのか
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の『核』のイメージは「正常ではない」です。

そこから以下のような意味が生まれました。

①「 道徳的に 悪い、不正な」

悪い行為

うそをつくことは悪い

君が自分の息子を疑ったのは良くなかった

②「不適当な」

彼女はパーティーにはふさわしくない服を着ていた

彼女に本当の事を言ってどこがいけないんだ

③ ～で 「間違った、正しくない」

彼女は日をまちがえて来た

×

電話で まちがい番号です、違う番号におかけですよ

④「逆の、裏の」

彼はくつ下の片方を裏返しにはいていた

 は とも言える。

その箱は逆さまです

 は とも言える。

⑤「具合が悪い、調子が悪い」「故障して」

このコンピュータはどこか故障している
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 で「Ａはどこか具合が悪い」。

君はどこが悪いのか
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